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大会プログラム  

 

   

   

   

   

    

    

    

    

   

   

   

   

   

    

 

 
 

 

 

２０１９年度秋季大会 会  
 

                       代表幹事 埋橋孝文 

下記の通り開催しますので、会員はご参集ください。 
 

日時： 年 月 日（土） 〜  

会場： 法政大学市ヶ谷キャンパス 外濠校舎６階 薩埵（さった）ホール 

議題： ）若手研究者優秀論文賞表彰規程の創設について 

    ）社会政策学会賞表彰規程の改正について 

    ）その他 
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社会政策学会第１３９回大会開催にあたって 

 

 

 社会政策学会 139 回大会は、2019 年 10 月 19 日（土）、20 日（日）の両日、法政大学市ヶ谷キャン

パスで開催されます。今大会では共通論題を半日とする試みのもと、1 日目の午前中に書評分科会、

午後に「社会的投資戦略と教育」をテーマとした共通論題が、また 2 日目には 25 の自由論題報告と９

つのテーマ別分科会が予定されています。魅力的な報告がそろっていますので、より多くの方々に参

加していただき、充実した大会になるよう環境整備に努めてまいります。プログラム作成にあたって

は、実行委員会の責任で副題の表記を調整しました。 

 

 法政大学では、2004 年 5 月に第 108 回大会を多摩キャンパスで開催しました。町田市にある多摩キ

ャンパスは、会員の多い大原社会問題研究所や経済学部、社会学部、現代福祉学部があり、緑に囲ま

れた静かな環境ではありますが、都心から遠く、最寄り駅からのバスが不便という問題があります。

今回は、市ヶ谷キャンパスでの開催となりますので、ご注意ください。市ヶ谷キャンパスのメリット

はアクセスの良さにあります。懇親会会場も徒歩で移動でき、神楽坂での二次会にも便利な場所を選

びましたので、ぜひご参加ください。とはいえ、市ヶ谷キャンパスも現在工事中で動線が複雑になっ

ており、会場間の移動に時間がかかる場合があります。ご不便をおかけしますが、ご了承ください。 

 

 なお、自由論題・テーマ別分科会等の会場となる大内山校舎は 2019 年度に稼働したばかりの新校舎

です。この名前の由来となった大内兵衛は、法政大学総長として戦後法政大学発展の基礎をつくりま

したが、戦前には社会政策学会の幹事をつとめ、大原社会問題研究所にも関係の深い人物です。大原

社会問題研究所は、2019 年に創立 100 周年を迎えました。この社会政策学会第 139 回大会も、研究所

の 100 周年記念事業の一環として取り組んでおります。加えて、10 月 1 日～20 日には隣接するボア

ソナード・タワー14 階の博物館展示室で、大原社会問題研究所創立 100 周年・法政大学合併 70 周年

記念特別展示「社会問題研究のフロントランナー―研究所の創立から合併まで」も開催中です。こ

の特別展示は、1880 年の本学創設以来 140 年にわたる学術・文化資源を保存、展示するとともに、新

たな教育・研究のコラボレーションを創造する場として 2020 年春に開設する「ＨＯＳＥＩミュージアム」

のプレ企画として実施されます。併せてご鑑賞いただければ幸いです。 

 

第 139 回大会実行委員長 榎 一江 

  

 

第１３９回大会実行委員会  

 

（事 ）  

 月 日（月）までに大会参 、 会 、 代 の にて り でください。

日 は事 はで ま 。 日 いください。 

 大会参 の は、 会員は （ 日 ）、 会員は （ 日

）です。 会員の大会参 は 規に り です。 会員の は、 に、 会員

の大会参 いください。 

 会 は、 （ 日 ）です。 にご ください。 

 代は 月 日（土）、 日（日） に です。 員会 会 通論題

に の の の し ます。 

 、 さ た大会参 その他については、 い し いたしま のでご います。 
 

大会  

 月 日（土）の （ ： ： ）は、大 校舎 階にて います。 

 月 日（土）の （ ： まで）は、外濠校舎６階、薩埵（さった）ホール にて い

ます。 

 月 日（日）は、 日、大 校舎 階にて います。 
 

 

 （市ヶ谷 橋 、外 通り 通り ）に りますのでご く

ださい。 

 員会 会 通論題 に の は、 し に り します。

（事 ）の にて ください。 の し場 は、 日 、大 校

舎 階です。 
 

会  

 会は 月 日（土） ： ： 、大学外の会場（ ン ン ー ル ）にて開催

します。 ご ください。 
 

パ  

 大会に ル ーパーは、 大会 の ル ーパーの 法について （ ） ご くださ

い。会場での は いま 。 

 者の 時 については、 に 員会 っています 、 論題 者の 時

は 、 です。ご は 員会 員 （ 大学 ）

い ください。 
 

パ ン  

 の に の ン ー ン ールの 、または の

いします。 の は ですし、 ので いま （ です）。

す 場 、 の は です。 日会場までご 参ください。 員会（開催校） の事

はご ください。 

 ご 表の ー は に し 日 ご 参ください。 員会（開催校）

の事 はし い に いします。 に す パ ンは  、  

です。 に 場 、また ご の場 は、ご のパ ン ー

ください。 
 

度 

 社会政策学会 大会 り、 設 ました。大会に参 す た 、

ー ス した会員に し、大会 に、 の します。 月 日（ ）まで

にご ください。 は、大会 員会（ ： ）です。 しくは

ご参 ください。  
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大会 パ 法  

 

 大会（ 年 大会） り、大会に の ル ーパーは さ ています。

者には、事 の ル ーパー ルで していただ 、大会 の た の 、

会員 大会参 者に って、学会ホー ー で 、 ン ー で 開します。大

会会場では ル ーパーは さ ま 。 

 大会に参 さ 会員に ましては、 手 です 、大会 に下記の で の ル ーパ

ー 、 ン ー していただ 、 に て ン し、大会に いただく い

いたします。ご す に ります 、ご の い し ます。 

 

社会政策学会 大会 員会 員   

 

 

記 

 

 

 社会政策学会 に開設します（ ）。 

 

（ ） 

 年 月 日（土） 月 日（ ） 

 開 時に、会員 て ールで改 て いたします。 

 

パス （い 文 ） 

 ：  

 パス ー ：  

 

  、パス ー は、他 に の い いいたします。 

  会員の参 者には、大会時に します。 

 

 

  して です。 、 の場 ります。 

 

問  

  ル ーパーの ン ー については、  

    員会 員 大 （大 大学）  

  ル ーパー に す ご 、ご は 

    大会 員会 員  （ 大学）  

 

法政大学の大会会場では、学会参 者 で しています。学会会

、学会参 者 の ス または学外の ン のい で ま

す。学会参 者 の ス は、 日の で します。 学外の

ン ってい は、 ー スに ー いします。 

 

 

 
 

  

 

第１３９回大会プログラム  

 

１日 ２０１９年１０月１９日（土）  

：  
： ： ： （大 校舎 階） 

    ： まで（外濠校舎６階 薩埵（さった）ホール ） 

： ：  
会 

（大  

） 

 ５０３ 

 ５０４ 

 ５０５ 

社会  ４０５ 

： ：  （幹事会、 員会、 会） 

： ：  共通論題 

（  

） 

社会的投資戦略と教育 

薩
埵
（
さ
っ
た
）
ホ
ー
ル 

：  （ 大学） 

 代日 に 社会 の  
    （ 大学） 

 研究の  
   （ 大学） 

 社会 政策 してのキャ は  
     論 キャ 論 手 りに  
   （ 大学） 

 り 創 の  
   （法政大学） 

： ：  ス ン  

： 〜 ：   時 会（ 参 ） 

： 〜 ：   会 （ 参 ）  

 
２日 ２０１９年１０月２０日（日）  

 

：  ： 大 校舎 階 

： ：  

 

会 

（ 員会）     ： 
     

５０３ 

（ 会） 正規 員 ５０４ 

（ ） 社会政策の  ５０５ 

論題 

 ５０  

 ４０  

ー パ ４０５ 

： ：  （幹事会、 員会、 会） 

： ：  

 

会 

（日 社会政策 会、 員会） に
社会政策パ の ：日 の  

５０３ 

（社会 会） に ン の
ン の 、 の

、 ー ン ー の い の で
５０４ 

（ ） の 題 に す  ５０５ 

論題 

ン ルー ン ５０  

 ４０  

社会 の  ４０５ 

： ：  

 

会 

（社会 会）社会 創 の 者  ５０３ 

（社会 会）大 市 に そ
の社会 ー に く  

５０４ 

（ ）社会 改 の 題 つの の事
 

５０５ 

論題 

社会政策  ５０  

ー  ４０  

の社会政策 ４０５ 

 

大会 パ 法  

 

 大会（ 年 大会） り、大会に の ル ーパーは さ ています。

者には、事 の ル ーパー ルで していただ 、大会 の た の 、

会員 大会参 者に って、学会ホー ー で 、 ン ー で 開します。大

会会場では ル ーパーは さ ま 。 

 大会に参 さ 会員に ましては、 手 です 、大会 に下記の で の ル ーパ

ー 、 ン ー していただ 、 に て ン し、大会に いただく い

いたします。ご す に ります 、ご の い し ます。 

 

社会政策学会 大会 員会 員   

 

 

記 

 

 

 社会政策学会 に開設します（ ）。 

 

（ ） 

 年 月 日（土） 月 日（ ） 

 開 時に、会員 て ールで改 て いたします。 

 

パス （い 文 ） 

 ：  

 パス ー ：  

 

  、パス ー は、他 に の い いいたします。 

  会員の参 者には、大会時に します。 

 

 

  して です。 、 の場 ります。 

 

問  

  ル ーパーの ン ー については、  

    員会 員 大 （大 大学）  

  ル ーパー に す ご 、ご は 

    大会 員会 員  （ 大学）  

 

法政大学の大会会場では、学会参 者 で しています。学会会

、学会参 者 の ス または学外の ン のい で ま

す。学会参 者 の ス は、 日の で します。 学外の

ン ってい は、 ー スに ー いします。 

 

 

 
 

  

 

第１３９回大会プログラム  

 

１日 ２０１９年１０月１９日（土）  

：  
： ： ： （大 校舎 階） 

    ： まで（外濠校舎６階 薩埵（さった）ホール ） 

： ：  
会 

（大  

） 

 ５０３ 

 ５０４ 

 ５０５ 

社会  ４０５ 

： ：  （幹事会、 員会、 会） 

： ：  共通論題 

（  

） 

社会的投資戦略と教育 

薩
埵
（
さ
っ
た
）
ホ
ー
ル 

：  （ 大学） 

 代日 に 社会 の  
    （ 大学） 

 研究の  
   （ 大学） 

 社会 政策 してのキャ は  
     論 キャ 論 手 りに  
   （ 大学） 

 り 創 の  
   （法政大学） 

： ：  ス ン  

： 〜 ：   時 会（ 参 ） 

： 〜 ：   会 （ 参 ）  

 
２日 ２０１９年１０月２０日（日）  

 

：  ： 大 校舎 階 

： ：  

 

会 

（ 員会）     ： 
     

５０３ 

（ 会） 正規 員 ５０４ 

（ ） 社会政策の  ５０５ 

論題 

 ５０  

 ４０  

ー パ ４０５ 

： ：  （幹事会、 員会、 会） 

： ：  

 

会 

（日 社会政策 会、 員会） に
社会政策パ の ：日 の  

５０３ 

（社会 会） に ン の
ン の 、 の

、 ー ン ー の い の で
５０４ 

（ ） の 題 に す  ５０５ 

論題 

ン ルー ン ５０  

 ４０  

社会 の  ４０５ 

： ：  

 

会 

（社会 会）社会 創 の 者  ５０３ 

（社会 会）大 市 に そ
の社会 ー に く  

５０４ 

（ ）社会 改 の 題 つの の事
 

５０５ 

論題 

社会政策  ５０  

ー  ４０  

の社会政策 ４０５ 
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第  １０月１９日（ ）プログラム 

 

９：００～            ９：００～１１：３０  （ ４ ） 

                 １２：００～  （  （ ） ） 

 

９：３０ １１：３０                            

 

会  ５０３ 

： （ 大学） 

（ 社大学） 手は の 事 に ったの ： ン ーの日

社会 （ ル ） 者： （ 大学） 

 （ 大学） ー の 日 ：

（ ル ） 者： （下 市 大学） 

（ 大学） 正社員論： 正社員 ルの （ 社） 

  者： 孝 （ 学 大学） 

 

会  ５０４ 

：  （ 大学） 

（ 大学 ） 日 の 事 ： 年

キ ル （ ル ） 者：橋場 （ 大学） 

正 （ 大学 ） 優 で ： ン

ホ しての日 （ ル ） 者：  （ 大学） 

（ 大学） ス 論 （ ） 者：  （ 大学） 

 

会  ５０５ 

：  （ 学 大学） 

 （ 大学） ル 市場：スキル の （

ル ） 者：  （法政大学） 

 （ 大学） に つ ： の 大 （ ） 

  者：  （ 政策研究 研 ） 

（ 大学） ：いま り、 た に （ ） 

  者：  （ 大学） 

 

会 社会  ４０５ 

：  （ 大学） 

（ 大学） 改 の日 ： 、 大 （ ）

 者： （ 橋大学） 

（ 大学） 法 程の研究 （ 研究社） 

  者： （日 大学） 

谷 （ 大学） ン ー： 若者の （ 論 社） 

  者： （ 大学） 

 

 

 

 

１１：３０～１２：４５ （ 事会 委員会 会）            ３１  

 

１２：４５～１７：００ 共通論題                 （ ）  

 

社会的投資戦略と教育 

：  （ 大学） 

： 代日 に 社会 の   （ 大学） 

： 研究の  （ 大学） 

：社会 政策 してのキャ は  

     論 キャ 論 手 りに  （ 大学） 

： り 創 の  （法政大学） 

ス ン  

 

 

１７：１０ １７：４０ 会                 （ ）  

 

１８：１０ ２０：１０ 会                  ン ン ロ   
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第  １０月１９日（ ）プログラム 

 

９：００～            ９：００～１１：３０  （ ４ ） 

                 １２：００～  （  （ ） ） 

 

９：３０ １１：３０                            

 

会  ５０３ 

： （ 大学） 

（ 社大学） 手は の 事 に ったの ： ン ーの日

社会 （ ル ） 者： （ 大学） 

 （ 大学） ー の 日 ：

（ ル ） 者： （下 市 大学） 

（ 大学） 正社員論： 正社員 ルの （ 社） 

  者： 孝 （ 学 大学） 

 

会  ５０４ 

：  （ 大学） 

（ 大学 ） 日 の 事 ： 年

キ ル （ ル ） 者：橋場 （ 大学） 

正 （ 大学 ） 優 で ： ン

ホ しての日 （ ル ） 者：  （ 大学） 

（ 大学） ス 論 （ ） 者：  （ 大学） 

 

会  ５０５ 

：  （ 学 大学） 

 （ 大学） ル 市場：スキル の （

ル ） 者：  （法政大学） 

 （ 大学） に つ ： の 大 （ ） 

  者：  （ 政策研究 研 ） 

（ 大学） ：いま り、 た に （ ） 

  者：  （ 大学） 

 

会 社会  ４０５ 

：  （ 大学） 

（ 大学） 改 の日 ： 、 大 （ ）

 者： （ 橋大学） 

（ 大学） 法 程の研究 （ 研究社） 

  者： （日 大学） 

谷 （ 大学） ン ー： 若者の （ 論 社） 

  者： （ 大学） 

 

 

 

 

１１：３０～１２：４５ （ 事会 委員会 会）            ３１  

 

１２：４５～１７：００ 共通論題                 （ ）  

 

社会的投資戦略と教育 

：  （ 大学） 

： 代日 に 社会 の   （ 大学） 

： 研究の  （ 大学） 

：社会 政策 してのキャ は  

     論 キャ 論 手 りに  （ 大学） 

： り 創 の  （法政大学） 

ス ン  

 

 

１７：１０ １７：４０ 会                 （ ）  

 

１８：１０ ２０：１０ 会                  ン ン ロ   

 

  

 

第  １０月１９日（ ）プログラム 

 

９：００～            ９：００～１１：３０  （ ４ ） 

                 １２：００～  （  （ ） ） 

 

９：３０ １１：３０                            

 

会  ５０３ 

： （ 大学） 

（ 社大学） 手は の 事 に ったの ： ン ーの日

社会 （ ル ） 者： （ 大学） 

 （ 大学） ー の 日 ：

（ ル ） 者： （下 市 大学） 

（ 大学） 正社員論： 正社員 ルの （ 社） 

  者： 孝 （ 学 大学） 

 

会  ５０４ 

：  （ 大学） 

（ 大学 ） 日 の 事 ： 年

キ ル （ ル ） 者：橋場 （ 大学） 

正 （ 大学 ） 優 で ： ン

ホ しての日 （ ル ） 者：  （ 大学） 

（ 大学） ス 論 （ ） 者：  （ 大学） 

 

会  ５０５ 

：  （ 学 大学） 

 （ 大学） ル 市場：スキル の （

ル ） 者：  （法政大学） 

 （ 大学） に つ ： の 大 （ ） 

  者：  （ 政策研究 研 ） 

（ 大学） ：いま り、 た に （ ） 

  者：  （ 大学） 

 

会 社会  ４０５ 

：  （ 大学） 

（ 大学） 改 の日 ： 、 大 （ ）

 者： （ 橋大学） 

（ 大学） 法 程の研究 （ 研究社） 

  者： （日 大学） 

谷 （ 大学） ン ー： 若者の （ 論 社） 

  者： （ 大学） 

 

 

 

 

１１：３０～１２：４５ （ 事会 委員会 会）            ３１  

 

１２：４５～１７：００ 共通論題                 （ ）  

 

社会的投資戦略と教育 

：  （ 大学） 

： 代日 に 社会 の   （ 大学） 

： 研究の  （ 大学） 

：社会 政策 してのキャ は  

     論 キャ 論 手 りに  （ 大学） 

： り 創 の  （法政大学） 

ス ン  

 

 

１７：１０ １７：４０ 会                 （ ）  

 

１８：１０ ２０：１０ 会                  ン ン ロ   
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２日 １０月２０日（日）  

 

９：００                               （大 ）

 

９：３０ １１：３０ 会 論題                   大  

 

会  ５０３ 

ａ ｉｅ ｉｅｓ ｏ  ｏｍｅｓ ｉｃ ａ ｅ ｅ ｉｍｅｓ ｅｓ ｃ ｅ  ｅ ａｌｉ ｉｅｓ ｈ ｏ ｈ ｌｉｃ ｏｌｉｃ  

  委員会  

ー ー ー： （ 大学） 

論者：  （大 大学） 

 ：          

   （      ） 

       ：   

     （ 大学） 

 

会  ５０４ 

務と 務員 会  

：  （ 大学） 

ー ー ー： （ 大学） 

正規 員 （ の 大学） 

正規 員の くは、 、 の  （ 大学） 

正規 員 その  （ 研究 ） 

 

会  ５０５ 

と社会政策  一  

： 谷 （ 学 大学） 

ー ー ー： （ 学 大学） 

の日 論 （ 学 大学） 

の創設 日 の 、   （ 大学） 

 

論題   ５０  

： （ 大学） 

の ： 代 代 に いは   （ 大学 ） 

者の ス ホー ス 者の  

  （日 大学） 

代の ー 正規 正規 の の  

  （ 社会 題研究 ） 

 

論題   ４０  

： さ （ 手大学） 

スの 者研究 （ 大学 ） 

ー スは の 時 さ  大 （ ース 大学） 

の の パ ル ー に  

   （ 大学 ） 

 

論題  ロ パ ４０５ 

：  （ 大学） 

政 の の社会 の  （ 大学） 

ス （ 〜 年）に について 

  （ 大学） 

スに ： 年 の  

  （ 橋大学） 

 

１１ ３０～１２ ５０ （ 事会 委員会 会）             ３１  

 

１２ ５０～１４ ５０ 会 論題                   大  

 

会  ５０３ 

社会政策パラ ム  

  社会政策 会 委員会  

：  （ 大学） 

ー ー ー：  （ 大学） 

論者：  （大 大学） 

      （大 市 大学） 

の市 の  

   （ ル 学 大学） に ：通 り 

： 論   （ 大学） に  

 

会  ５０４ 

Ｅ ン プ と ン プ

ン と  社会的 会  

ー ー ー： （大 市 大学） 

ン の た ン  （ 大学） 

す の ン ： の  （大 市 大学） 

す の ー ン ー ン ： の 改 の  

  （ 大学） 

 

会  ５０５ 

問題 的  一  

ー ー ー： （ 大学） 

の 程 に ー ーン の  

  （ 法 ） 

ーの 程  （ 大学） 

代日 に の 程 （ 開 大学校） 

 

論題  ン ン ５０  

：  （ 大学 ） 

の に ー の の  

  （ 社会 題研究 ） 

  （ 橋大学） 

社会 社会 ン 社会  橋 （ 手 大学） 

8

朱 珉（千葉商科⼤学）



 

論題  ロ パ ４０５ 

：  （ 大学） 

政 の の社会 の  （ 大学） 

ス （ 〜 年）に について 

  （ 大学） 

スに ： 年 の  

  （ 橋大学） 

 

１１ ３０～１２ ５０ （ 事会 委員会 会）             ３１  

 

１２ ５０～１４ ５０ 会 論題                   大  

 

会  ５０３ 

社会政策パラ ム  

  社会政策 会 委員会  

：  （ 大学） 

ー ー ー：  （ 大学） 

論者：  （大 大学） 

      （大 市 大学） 

の市 の  

   （ ル 学 大学） に ：通 り 

： 論   （ 大学） に  

 

会  ５０４ 

Ｅ ン プ と ン プ

ン と  社会的 会  

ー ー ー： （大 市 大学） 

ン の た ン  （ 大学） 

す の ン ： の  （大 市 大学） 

す の ー ン ー ン ： の 改 の  

  （ 大学） 

 

会  ５０５ 

問題 的  一  

ー ー ー： （ 大学） 

の 程 に ー ーン の  

  （ 法 ） 

ーの 程  （ 大学） 

代日 に の 程 （ 開 大学校） 

 

論題  ン ン ５０  

：  （ 大学 ） 

の に ー の の  

  （ 社会 題研究 ） 

  （ 橋大学） 

社会 社会 ン 社会  橋 （ 手 大学） 

9
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論題  社会政策  ５０  

： （ 大学） 

年 の 年 事 年 に 市 の  

  （法政大学 ） 

年 社会政策 は  （ 大学） 

 

 

論題   ４０  

： （ 大学） 

法の ： 者 ン ー いた  

   （ 学 大学） 

日 に 者 の ン ー の  

  （ 大学 ） 

場 の の 事 に  

  （大 大学） 

 

論題  社会政策 ４０５ 

：  （ 大学） 

学 者の す （ ）の 外

の 事 に   （ 大学 ） 

政策の 程に しての政 学 の事 日 は 学  

   （ 橋大学 ） 

パ ーに の 大学の ー に  

   （ 大学 ） 

  

1  

社会に の  （ 橋大学 ） 

 

論題   ４０  

： （ 大学） 

論の  （ 社大学 ） 

ル ス ン に 者 者の に す  

   （ の 大学 ） 

 

論題  社会  ４０５ 

： （ 大学） 

外 に す 社会 は に  

  （ 学 大学） 

ン の  （ 正大学） 

の 者の法 に す  

  （ 社会 題研究 ） 

 

１５ ００～１７ ００ 会 論題                   大  

 

会  ５０３ 

社会  社会 会  

： 秀 （ 大学 大学 ） 

ー ー ー：  （ 大学） 

論者： 事（ 大学） 

大 に 研究の 開 場 場 に して  

  （日 大学） 

者 者年 ったの  （ 大学） 

 

会  ５０４ 

大 市 と 社会 実 と  

  社会的 会  

ー ー ー： （大 市 大学） 

論者： （ 大学） 

大 市 に の 社会  （大 市 大学） 

大 の 事の （ ） ン ル ルス 

   の  （大 市 大学） 

者の社会  （ 学 大学） 

 

会  ５０５ 

社会的 と 題 事  一  

ー ー ー： （大 大学） 

市の事   （ 大学 ） 

市の事  （ 大学） 

市の事  （大 大学） 

の事  （大 大学） 
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論題  社会政策  ５０  

： （ 大学） 

年 の 年 事 年 に 市 の  

  （法政大学 ） 

年 社会政策 は  （ 大学） 

 

 

論題   ４０  

： （ 大学） 

法の ： 者 ン ー いた  

   （ 学 大学） 

日 に 者 の ン ー の  

  （ 大学 ） 

場 の の 事 に  

  （大 大学） 

 

論題  社会政策 ４０５ 

：  （ 大学） 

学 者の す （ ）の 外

の 事 に   （ 大学 ） 

政策の 程に しての政 学 の事 日 は 学  

   （ 橋大学 ） 

パ ーに の 大学の ー に  

   （ 大学 ） 

  

1  

社会に の  （ 橋大学 ） 

 

論題   ４０  

： （ 大学） 

論の  （ 社大学 ） 

ル ス ン に 者 者の に す  

   （ の 大学 ） 

 

論題  社会  ４０５ 

： （ 大学） 

外 に す 社会 は に  

  （ 学 大学） 

ン の  （ 正大学） 

の 者の法 に す  

  （ 社会 題研究 ） 

 

１５ ００～１７ ００ 会 論題                   大  

 

会  ５０３ 

社会  社会 会  

： 秀 （ 大学 大学 ） 

ー ー ー：  （ 大学） 

論者： 事（ 大学） 

大 に 研究の 開 場 場 に して  

  （日 大学） 

者 者年 ったの  （ 大学） 

 

会  ５０４ 

大 市 と 社会 実 と  

  社会的 会  

ー ー ー： （大 市 大学） 

論者： （ 大学） 

大 市 に の 社会  （大 市 大学） 

大 の 事の （ ） ン ル ルス 

   の  （大 市 大学） 

者の社会  （ 学 大学） 

 

会  ５０５ 

社会的 と 題 事  一  

ー ー ー： （大 大学） 

市の事   （ 大学 ） 

市の事  （ 大学） 

市の事  （大 大学） 

の事  （大 大学） 
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論題  社会政策  ５０  

： （ 大学） 

年 の 年 事 年 に 市 の  

  （法政大学 ） 

年 社会政策 は  （ 大学） 

 

 

論題   ４０  
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1  
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1  

共通論題  

 

社会的投資戦略と教育 
 
 

    （ 大学） 

   （ 大学） 

   （ 大学） 

   （ 大学） 

   （法政大学） 
 

 秋季大会 委員会 
 

 日 の政策 場では、 年、 政文 に の 日 の いった

、 てい い の下に の さ に ってい 。そ

での は、 に す の に 、社会の 社会 、

社会 いった 社会 り の は い てい 。 

 そ で、 大会の 通論題では、日 社会に いて って た について、社会 の

す す 。 代 の には、大 して、 に市 社会に いて で文

で 、 に 社会に した の 。

の の に す 、 の く 年 年 に たって さ 学校 に

は、 の し す 場 して、 の り の り

さ てい い 。その で、 の に って、学 学 の さま ま 社会 し

て のは、 の して、 し の に いてで 。 の の の

に、 の に し 、 し、社会の 社会

していくた の の り について議論 たい。 

 に、 年 の 大会では、 はり法政大学に いて、 若者： す 社会政

策 い 通論題の 、学校 の に て、若年 の社会 市場に

ス 論 た。また、 記の の に す 通論題 しては、 年 の

大会に す キャ り、 、学校、 校に

論 てい 。さ に、 年 の 大会では、

して、 程 時 す の場 論 た で 。そ に し

て、 大会の 通論題は、改 て しての に 、 社会政策の して

す で 。 
 

  （ 大学） 

    社会と教育  
 

 に の政 の で った社会 い は、 学 の

て 、 若年 者 者の 、 の

に 。他 で、 年代 の日 では学校 の た 改

し、 に の まで 程に た さ 。そ は

、また 学校 に して た の に 大

。 

 では、日 に 学校 した ス の 、 社会 に す

政策 して つつ の の に までの 開について、 の社

会 に す す 。日 の学校は、 つ 社会 の

で 時に、 階に は 、 に た の

って た。 社会の の しつつ、論 に い

た 。 

1  

 （ 大学） 

    教育 研究  
 

 の で、政 は に してい 。 に さ 、その

の に 、 、議論 は い。 学に

いて 、 の の の 、その ンパ の

研究 、 に に り さ て た。 

 日 は、 、 に ー の 集 開 て で った

、 外 に 、 の 研究の に っていた。し し、 、

学 ー の 、 ルでの 政策 の り 、 学、社会学、

学 の研究者 に 研究 の に い、 に に 政策 の

まってい 。 

 では、 の に い 手法 の ま 、 日までの

の にして たの （ にで てい いの ） した

い。その で、政策の設 に す の 、その の り い につい

ての 題 議論す 。 
 

 （ 大学） 

    社会的投資政策と キャ 教育  

     論的キャ 教育論  
 

 キャ は、 の社会 に キャ す して、 年代

の 政策の つ して さ て た。 には、学校 通 て

に し、 場 、社会に していくた の 、い しい

に た しい大 創 し、若者 の 社会 の 、 題の して

い 。し し、 の日 の若者の は、 には学校 の

ス に く さ 日 社会に の ン ン す い 、市場 、

の の スだった で 。つまり、 ー ンに 開

の 題の い 社会 政策の （キャ の ）は、

社会 ー いて し い い に 。 

 記 ス に さ てい 、 の 社会の に学校 はい に で

の 。 では 論 キャ 論 手 りに、キャ 社会 政策 し

て し（ り した ー ン 社会 の に

ー ）、 の す 。 り くの し 社

会 ル ル 究し、その した の キ ルの

たい。 
 

 （法政大学） 

    教育  
 

 社会 に いて 学校の は、 で つ 外 の

に て 、 さ てい 。だ 学校は の つ：学校その

の 社会 市場の に埋 して り 創り し、 学 のパ

ス だ にす 社会 すい すい場に 。 者の ン ン ル

は ー てい 。 は 者 つの ル し、

ー でい 。 

 は時 つ で 、時 に して た

ー だ では、 ャンスの は しいのでは い 。 の した、

ー のでは い 。 では、 ー に てい 学

校 事 して り 、 の 題 て たい。  

12



1  

共通論題  

 

社会的投資戦略と教育 
 
 

    （ 大学） 

   （ 大学） 

   （ 大学） 

   （ 大学） 

   （法政大学） 
 

 秋季大会 委員会 
 

 日 の政策 場では、 年、 政文 に の 日 の いった

、 てい い の下に の さ に ってい 。そ

での は、 に す の に 、社会の 社会 、

社会 いった 社会 り の は い てい 。 

 そ で、 大会の 通論題では、日 社会に いて って た について、社会 の

す す 。 代 の には、大 して、 に市 社会に いて で文

で 、 に 社会に した の 。

の の に す 、 の く 年 年 に たって さ 学校 に

は、 の し す 場 して、 の り の り

さ てい い 。その で、 の に って、学 学 の さま ま 社会 し

て のは、 の して、 し の に いてで 。 の の の

に、 の に し 、 し、社会の 社会

していくた の の り について議論 たい。 

 に、 年 の 大会では、 はり法政大学に いて、 若者： す 社会政

策 い 通論題の 、学校 の に て、若年 の社会 市場に

ス 論 た。また、 記の の に す 通論題 しては、 年 の

大会に す キャ り、 、学校、 校に

論 てい 。さ に、 年 の 大会では、
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 日 は、 、 に ー の 集 開 て で った
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学 の研究者 に 研究 の に い、 に に 政策 の

まってい 。 

 では、 の に い 手法 の ま 、 日までの

の にして たの （ にで てい いの ） した

い。その で、政策の設 に す の 、その の り い につい

ての 題 議論す 。 
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に た しい大 創 し、若者 の 社会 の 、 題の して

い 。し し、 の日 の若者の は、 には学校 の

ス に く さ 日 社会に の ン ン す い 、市場 、
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1  

会  

 

会  （ 委員会） 

ａ ｉｅ ｉｅｓ ｏ  ｏｍｅｓ ｉｃ ａ ｅ ｅ ｉｍｅｓ ｅｓ ｃ ｅ  ｅ ａｌｉ ｉｅｓ ｈ ｏ ｈ ｌｉｃ 

 ｏｌｉｃ  

長 （ 大学） 

ｈａｉ ａｓ ｈｉ ｏ ａｍｉｍ ａ（ ａ ｏ ａ ｉ ｅ ｓｉ ） 

論  （大 大学） 

ｉｓｃ ｓｓａ ｏ  ｓｈｉ ｏ（ ｓａ ａ ｉ ｅ ｓｉ ） 

 

会 （ ｈｅ ｐ ｐｏｓｅ ｏ  ｈｅ ｓｅｓｓｉｏ ） 

              

              （    

 ）             

               

               

 

ａ ｈａｌｉｅ ｏ ｅｌ ｃｉｅ ｃｅｓ ｏ  ＥＥ  Ｅ  ａ ｃｅ  

ｈａｐｉ  ｅ ａｌｉ ｉｅｓ ｌｉｃ ｏｌｉｃｉｅｓ ｐｐｏ ｉ  ｏｍｅｓ ｉｃ Ｅｍｐｌｏ ｍｅ  ｉ  ａ ｃｅ 

 ａ  ｅ ｅ  

               

                

                 

                   

                 

                   

               

                

                    

               

               

                    

                  

            

 
ｉｅ ｏ ｉ ａ ａ ｓ ａ ｉ ｅ ｓｉ  

ｏ ｏｍｍ ｉ ａｓｅ  ｅ ａ ｅ  ａ ｅ ｓ ｅｍｓ ｏｍｏ ｅ ｏｃｉａｌ ｉｓｉ ｅ ａ ｉｏ ： 

 Ｅｌ ｅ ｃａ ｅ ｏｌｉｃ  ｅｓ ｃ  ｏｍｅｓ ｉｃ ｅ ｉｃｅｓ ｉ  ａｐａ  

 （ ）              

              

                 

              

                

              

               

               

              

              

1  

               

                 

                

              

 

会  （ 会） 務と 務員 

長  （ 大学） 

（ 大学） 

 

会  

 ル の日 社会 す 、 ま で、

す 者の まってい 。 年代に り、 、 者 者 、 策、ホー

ス 、 者 、 に し の設 法 さ

て た。し し では、 員 さ で、 に、正規 員では

く、 で、その ーキン の 正規 員 して てい 。 

 正規 員 は、 年 では で、市 員の の 、 の は

で 。つまり す ー スは、 ーキン の 正規 員に って

さ てい 。 

 会では、 正規 員 大 に た （ ） 員 り 、また

正規 員の は で い 、 正規 ン ー の 時 い

の 題 り 。さ に、 の 正規 その り 、はたして ー

スは の ってい について 題 す 。 

 

江（ 大学 教 ） 

 務と 務員 

 、その 正規で 員 り 、 した

に た 員 者 す く、 正規の さ て た 、

い ー スに の て た す 。 

 員は 法に規 さ た 事 の で 。 事 は、 、

、 、 の 題に の事 で す い つ。 

に した 者 し、 員には、 の ー した

さ 。し し、 の で は さ 、 に

い てい 。 

 の は 員に の のでは い。 の社会 の さは、

の 、ますます 社会 に い た して

い 。 

 

（ 大学 教 ） 

 務員  

 ー スの りつつ 政 は、 く で の 正規 員

に って 、し その の は 。 には、 員は

す 年 通 、 に 政 の して た の政策

。 て た の 、 ン ー だ。 

 す 、 は の 事、 は に さ ので は い い 社会 、

日 の正規 は ス の に さ い ン ー

論 通 た 市場での の 、 に た た 者 して

、 者 す ま った い 、 だ。 

 した ン ー の の について 、 政 の す

いて た の 題 にす 。 
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1  

会  

 

会  （ 委員会） 

ａ ｉｅ ｉｅｓ ｏ  ｏｍｅｓ ｉｃ ａ ｅ ｅ ｉｍｅｓ ｅｓ ｃ ｅ  ｅ ａｌｉ ｉｅｓ ｈ ｏ ｈ ｌｉｃ 

 ｏｌｉｃ  

長 （ 大学） 

ｈａｉ ａｓ ｈｉ ｏ ａｍｉｍ ａ（ ａ ｏ ａ ｉ ｅ ｓｉ ） 

論  （大 大学） 

ｉｓｃ ｓｓａ ｏ  ｓｈｉ ｏ（ ｓａ ａ ｉ ｅ ｓｉ ） 

 

会 （ ｈｅ ｐ ｐｏｓｅ ｏ  ｈｅ ｓｅｓｓｉｏ ） 

              

              （    

 ）             

               

               

 

ａ ｈａｌｉｅ ｏ ｅｌ ｃｉｅ ｃｅｓ ｏ  ＥＥ  Ｅ  ａ ｃｅ  

ｈａｐｉ  ｅ ａｌｉ ｉｅｓ ｌｉｃ ｏｌｉｃｉｅｓ ｐｐｏ ｉ  ｏｍｅｓ ｉｃ Ｅｍｐｌｏ ｍｅ  ｉ  ａ ｃｅ 

 ａ  ｅ ｅ  

               

                

                 

                   

                 

                   

               

                

                    

               

               

                    

                  

            

 
ｉｅ ｏ ｉ ａ ａ ｓ ａ ｉ ｅ ｓｉ  

ｏ ｏｍｍ ｉ ａｓｅ  ｅ ａ ｅ  ａ ｅ ｓ ｅｍｓ ｏｍｏ ｅ ｏｃｉａｌ ｉｓｉ ｅ ａ ｉｏ ： 

 Ｅｌ ｅ ｃａ ｅ ｏｌｉｃ  ｅｓ ｃ  ｏｍｅｓ ｉｃ ｅ ｉｃｅｓ ｉ  ａｐａ  

 （ ）              
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会  （ 会） 務と 務員 

長  （ 大学） 

（ 大学） 

 

会  

 ル の日 社会 す 、 ま で、

す 者の まってい 。 年代に り、 、 者 者 、 策、ホー

ス 、 者 、 に し の設 法 さ

て た。し し では、 員 さ で、 に、正規 員では

く、 で、その ーキン の 正規 員 して てい 。 

 正規 員 は、 年 では で、市 員の の 、 の は

で 。つまり す ー スは、 ーキン の 正規 員に って

さ てい 。 

 会では、 正規 員 大 に た （ ） 員 り 、また

正規 員の は で い 、 正規 ン ー の 時 い

の 題 り 。さ に、 の 正規 その り 、はたして ー

スは の ってい について 題 す 。 

 

江（ 大学 教 ） 

 務と 務員 

 、その 正規で 員 り 、 した

に た 員 者 す く、 正規の さ て た 、

い ー スに の て た す 。 

 員は 法に規 さ た 事 の で 。 事 は、 、

、 、 の 題に の事 で す い つ。 

に した 者 し、 員には、 の ー した

さ 。し し、 の で は さ 、 に

い てい 。 

 の は 員に の のでは い。 の社会 の さは、

の 、ますます 社会 に い た して

い 。 

 

（ 大学 教 ） 

 務員  

 ー スの りつつ 政 は、 く で の 正規 員

に って 、し その の は 。 には、 員は

す 年 通 、 に 政 の して た の政策

。 て た の 、 ン ー だ。 

 す 、 は の 事、 は に さ ので は い い 社会 、

日 の正規 は ス の に さ い ン ー

論 通 た 市場での の 、 に た た 者 して

、 者 す ま った い 、 だ。 

 した ン ー の の について 、 政 の す

いて た の 題 にす 。 
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会  

 

会  （ 委員会） 

ａ ｉｅ ｉｅｓ ｏ  ｏｍｅｓ ｉｃ ａ ｅ ｅ ｉｍｅｓ ｅｓ ｃ ｅ  ｅ ａｌｉ ｉｅｓ ｈ ｏ ｈ ｌｉｃ 

 ｏｌｉｃ  

長 （ 大学） 

ｈａｉ ａｓ ｈｉ ｏ ａｍｉｍ ａ（ ａ ｏ ａ ｉ ｅ ｓｉ ） 

論  （大 大学） 

ｉｓｃ ｓｓａ ｏ  ｓｈｉ ｏ（ ｓａ ａ ｉ ｅ ｓｉ ） 

 

会 （ ｈｅ ｐ ｐｏｓｅ ｏ  ｈｅ ｓｅｓｓｉｏ ） 

              

              （    

 ）             

               

               

 

ａ ｈａｌｉｅ ｏ ｅｌ ｃｉｅ ｃｅｓ ｏ  ＥＥ  Ｅ  ａ ｃｅ  

ｈａｐｉ  ｅ ａｌｉ ｉｅｓ ｌｉｃ ｏｌｉｃｉｅｓ ｐｐｏ ｉ  ｏｍｅｓ ｉｃ Ｅｍｐｌｏ ｍｅ  ｉ  ａ ｃｅ 

 ａ  ｅ ｅ  

               

                

                 

                   

                 

                   

               

                

                    

               

               

                    

                  

            

 
ｉｅ ｏ ｉ ａ ａ ｓ ａ ｉ ｅ ｓｉ  

ｏ ｏｍｍ ｉ ａｓｅ  ｅ ａ ｅ  ａ ｅ ｓ ｅｍｓ ｏｍｏ ｅ ｏｃｉａｌ ｉｓｉ ｅ ａ ｉｏ ： 

 Ｅｌ ｅ ｃａ ｅ ｏｌｉｃ  ｅｓ ｃ  ｏｍｅｓ ｉｃ ｅ ｉｃｅｓ ｉ  ａｐａ  

 （ ）              

              

                 

              

                

              

               

               

              

              

1  

               

                 

                

              

 

会  （ 会） 務と 務員 

長  （ 大学） 

（ 大学） 

 

会  

 ル の日 社会 す 、 ま で、

す 者の まってい 。 年代に り、 、 者 者 、 策、ホー

ス 、 者 、 に し の設 法 さ

て た。し し では、 員 さ で、 に、正規 員では

く、 で、その ーキン の 正規 員 して てい 。 

 正規 員 は、 年 では で、市 員の の 、 の は

で 。つまり す ー スは、 ーキン の 正規 員に って

さ てい 。 

 会では、 正規 員 大 に た （ ） 員 り 、また

正規 員の は で い 、 正規 ン ー の 時 い

の 題 り 。さ に、 の 正規 その り 、はたして ー

スは の ってい について 題 す 。 

 

江（ 大学 教 ） 

 務と 務員 

 、その 正規で 員 り 、 した

に た 員 者 す く、 正規の さ て た 、

い ー スに の て た す 。 

 員は 法に規 さ た 事 の で 。 事 は、 、

、 、 の 題に の事 で す い つ。 

に した 者 し、 員には、 の ー した

さ 。し し、 の で は さ 、 に

い てい 。 

 の は 員に の のでは い。 の社会 の さは、

の 、ますます 社会 に い た して

い 。 

 

（ 大学 教 ） 

 務員  

 ー スの りつつ 政 は、 く で の 正規 員

に って 、し その の は 。 には、 員は

す 年 通 、 に 政 の して た の政策

。 て た の 、 ン ー だ。 

 す 、 は の 事、 は に さ ので は い い 社会 、

日 の正規 は ス の に さ い ン ー

論 通 た 市場での の 、 に た た 者 して

、 者 す ま った い 、 だ。 

 した ン ー の の について 、 政 の す

いて た の 題 にす 。 
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1  

会  （ 社会政策 会 委員会） 

 社会政策パラ ム  

長  （ 大学） 

（ 大学） 

論  （大 大学） 

論 （大 市 大学） 

 

会  

 日 は、 しい ー ル の 、 の 、社会 の 、 の 、

した社会 題に してい 。そ に い、 の社会政策は大 てい 。日 は、

政 の下で ス し、 た 開して 年 てい 。そして は、

年には まった文 政 した で 、正 の に

て い ス ー ン し、社会政策パ の てい 。 は、

の 題 てい その 策には い 。 

 そ で、 会では してい 題 そ に す た に の 政策

してい について 議論 。 に 社会政策の 開 、 に た

さ た 題について す に って、 の日 に 政策改 す に参

に さ 。 

 

 （ 学 大学） 

 市 と 回 

 では、 の の に 市 の に す 。 で に

してい 市 は、政 たさ った 代議 代 （  ）

す で、 の に して た。 はその して、社会 者の

のた の政策代 し、 通 て さ す で 論

員した。そして、 通 て、政 に 社会政策 す た。 の

（   ） した市 の は、 法、

、 、 ー スの 大、 で て た。その で

法の 程は、 の の に いて市 たした く表して

い 。そ で、 では 法の 程 事 して市 の について

。                          （ に ：通 り） 

 

 （ 大学） 

 的 論と実  

                  

             

             

                 

                

                

                 

                 

                

              

                  

                

          （ に ） 

 

 

 

1  

（ 法 研究所） 

 務と 務員 実  

 年代に り、 に し の設 法 してい

。 年 法、 年改正 法、 年 者 法、 策 法、

年 者 法 。 

 、 その のは、 つ す で、 に す

す た には、 年 年程 の い 。 

 に さ てい 員の大 は、 で、その

ーキン の でし い。 、 に た 員の 、 外

に た 員の は 正規 員で り、市 で 題に す

年 の ン 員の 正規 員 ので 。 

 では、 の い て、 題 す したい。 

に た 員は 正規 す の 。 

はたして ー スは の ってい の 。 り 、 ー ス に

す に いてい の 。 

改 の は の に く で 。 

 

会  （一 ） と社会政策  

長 谷 （ 学 大学） 

（ 学 大学） 

 

会  

 い 、日 に 学の創 者 して く てい 。そ だ で く、社会政策

学のパ して で 。 、 集 で り、そ に って

のス ールの 大さ で 。 の 会は 社会政策 に いて の した

り し、その す に、 代に す ー そ す ので 。 

 社会政策学会は 年に 年 、そ した 、 の は

時 に て て ーで り、 くの す に だ 。 

 

（ 学 大学） 

 資 論 

 は、 に 大 く に大 した。 てまだ日

に り、 の い では 外 の った。 は

のた には階 で り、そ に って 社会政策 てていく

した。 

 は の く ていた 、 の い では に スに

していった に 。 では、 の 論の に、 の の

程 に て論 にす 。 

 

 （ 大学） 

 と  

 年 のパ 会議、 （ ）の創設（ 年） 日 の 政

について、 年 年代 に したい。 には、 に

者の ル い た の設 ま ていた。 は い

く した。 

 の たパ の 法 員会 日 の代表（ ）、 日 の ンパ

、 会議 の日 の 者代表 題、そして 法 法 、 社会

の設 し、 て 時 に の 題 の り に

し、 の社会政策 の にしたい。 
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1  

会  （ 社会政策 会 委員会） 

 社会政策パラ ム  

長  （ 大学） 

（ 大学） 

論  （大 大学） 

論 （大 市 大学） 

 

会  

 日 は、 しい ー ル の 、 の 、社会 の 、 の 、

した社会 題に してい 。そ に い、 の社会政策は大 てい 。日 は、

政 の下で ス し、 た 開して 年 てい 。そして は、

年には まった文 政 した で 、正 の に

て い ス ー ン し、社会政策パ の てい 。 は、

の 題 てい その 策には い 。 

 そ で、 会では してい 題 そ に す た に の 政策

してい について 議論 。 に 社会政策の 開 、 に た

さ た 題について す に って、 の日 に 政策改 す に参

に さ 。 

 

 （ 学 大学） 

 市 と 回 

 では、 の の に 市 の に す 。 で に

してい 市 は、政 たさ った 代議 代 （  ）

す で、 の に して た。 はその して、社会 者の

のた の政策代 し、 通 て さ す で 論

員した。そして、 通 て、政 に 社会政策 す た。 の

（   ） した市 の は、 法、

、 、 ー スの 大、 で て た。その で

法の 程は、 の の に いて市 たした く表して

い 。そ で、 では 法の 程 事 して市 の について

。                          （ に ：通 り） 

 

 （ 大学） 

 的 論と実  

                  

             

             

                 

                

                

                 

                 

                

              

                  

                

          （ に ） 

 

 

 

1  

（ 法 研究所） 

 務と 務員 実  

 年代に り、 に し の設 法 してい

。 年 法、 年改正 法、 年 者 法、 策 法、

年 者 法 。 

 、 その のは、 つ す で、 に す

す た には、 年 年程 の い 。 

 に さ てい 員の大 は、 で、その

ーキン の でし い。 、 に た 員の 、 外

に た 員の は 正規 員で り、市 で 題に す

年 の ン 員の 正規 員 ので 。 

 では、 の い て、 題 す したい。 

に た 員は 正規 す の 。 

はたして ー スは の ってい の 。 り 、 ー ス に

す に いてい の 。 

改 の は の に く で 。 

 

会  （一 ） と社会政策  

長 谷 （ 学 大学） 

（ 学 大学） 

 

会  

 い 、日 に 学の創 者 して く てい 。そ だ で く、社会政策

学のパ して で 。 、 集 で り、そ に って

のス ールの 大さ で 。 の 会は 社会政策 に いて の した

り し、その す に、 代に す ー そ す ので 。 

 社会政策学会は 年に 年 、そ した 、 の は

時 に て て ーで り、 くの す に だ 。 

 

（ 学 大学） 

 資 論 

 は、 に 大 く に大 した。 てまだ日

に り、 の い では 外 の った。 は

のた には階 で り、そ に って 社会政策 てていく

した。 

 は の く ていた 、 の い では に スに

していった に 。 では、 の 論の に、 の の

程 に て論 にす 。 

 

 （ 大学） 

 と  

 年 のパ 会議、 （ ）の創設（ 年） 日 の 政

について、 年 年代 に したい。 には、 に

者の ル い た の設 ま ていた。 は い

く した。 

 の たパ の 法 員会 日 の代表（ ）、 日 の ンパ

、 会議 の日 の 者代表 題、そして 法 法 、 社会

の設 し、 て 時 に の 題 の り に

し、 の社会政策 の にしたい。 

1  

会  （ 社会政策 会 委員会） 

 社会政策パラ ム  

長  （ 大学） 

（ 大学） 

論  （大 大学） 

論 （大 市 大学） 

 

会  

 日 は、 しい ー ル の 、 の 、社会 の 、 の 、

した社会 題に してい 。そ に い、 の社会政策は大 てい 。日 は、

政 の下で ス し、 た 開して 年 てい 。そして は、

年には まった文 政 した で 、正 の に

て い ス ー ン し、社会政策パ の てい 。 は、

の 題 てい その 策には い 。 

 そ で、 会では してい 題 そ に す た に の 政策

してい について 議論 。 に 社会政策の 開 、 に た

さ た 題について す に って、 の日 に 政策改 す に参

に さ 。 

 

 （ 学 大学） 

 市 と 回 

 では、 の の に 市 の に す 。 で に

してい 市 は、政 たさ った 代議 代 （  ）

す で、 の に して た。 はその して、社会 者の

のた の政策代 し、 通 て さ す で 論

員した。そして、 通 て、政 に 社会政策 す た。 の

（   ） した市 の は、 法、

、 、 ー スの 大、 で て た。その で

法の 程は、 の の に いて市 たした く表して

い 。そ で、 では 法の 程 事 して市 の について

。                          （ に ：通 り） 

 

 （ 大学） 

 的 論と実  

                  

             

             

                 

                

                

                 

                 

                

              

                  

                

          （ に ） 

 

 

 

1  

（ 法 研究所） 

 務と 務員 実  

 年代に り、 に し の設 法 してい

。 年 法、 年改正 法、 年 者 法、 策 法、

年 者 法 。 

 、 その のは、 つ す で、 に す

す た には、 年 年程 の い 。 

 に さ てい 員の大 は、 で、その

ーキン の でし い。 、 に た 員の 、 外

に た 員の は 正規 員で り、市 で 題に す

年 の ン 員の 正規 員 ので 。 

 では、 の い て、 題 す したい。 

に た 員は 正規 す の 。 

はたして ー スは の ってい の 。 り 、 ー ス に

す に いてい の 。 

改 の は の に く で 。 

 

会  （一 ） と社会政策  

長 谷 （ 学 大学） 

（ 学 大学） 

 

会  

 い 、日 に 学の創 者 して く てい 。そ だ で く、社会政策

学のパ して で 。 、 集 で り、そ に って

のス ールの 大さ で 。 の 会は 社会政策 に いて の した

り し、その す に、 代に す ー そ す ので 。 

 社会政策学会は 年に 年 、そ した 、 の は

時 に て て ーで り、 くの す に だ 。 

 

（ 学 大学） 

 資 論 

 は、 に 大 く に大 した。 てまだ日

に り、 の い では 外 の った。 は

のた には階 で り、そ に って 社会政策 てていく

した。 

 は の く ていた 、 の い では に スに

していった に 。 では、 の 論の に、 の の

程 に て論 にす 。 

 

 （ 大学） 

 と  

 年 のパ 会議、 （ ）の創設（ 年） 日 の 政

について、 年 年代 に したい。 には、 に

者の ル い た の設 ま ていた。 は い

く した。 

 の たパ の 法 員会 日 の代表（ ）、 日 の ンパ

、 会議 の日 の 者代表 題、そして 法 法 、 社会

の設 し、 て 時 に の 題 の り に

し、 の社会政策 の にしたい。 
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1  

会  （社会的 会） 

Ｅ

 

長 原 （大 市 大学） 

 

会  

 では 年代 の ー ル の で の 大 って た。 した で、 ン

の の その 政策の し て た。 はい 、 に い

ては ン の の たり、 の に

した に ついた ン の てい 、 事者の （ ー

ン ー） にす の （ の ン ） した 、

。 て、 年の大 の の に ン （

して外 に す ）の 議論 してい 。 

 の 会では、 に ン した 、そ に く

政策 開の にす 。そして、 に の ー の す 。 

 

（ 大学） 

 Ｅ ン プ と ン プ  

 政策では、社会 ン の 手 だった。し し 年代の

の では、社会 ン の は た。その代 りに、 で

ス ン しての た の場 、他 で の

す さ ていた。 年代に 法 した に のに は し

く り、 年代の に いてはその す て た。 の社会 ン

は、 の に して く 、そ た に 外 す い

に してい 。 に して、 での で た ン

に す てい 。 は で ンパ ー ン

さ 、他 で さ し い。 では の 年の ン

論の す 。 

 

（大 市 大学） 

 Ｅ ン プ  

 は 年の ン 事会 りに、 通 政策 て た。その 、

では に って 、 ホス に いて の た の し

て 学 の 市 政策 開さ てい 。その 、 その は

に いて の 市 のそ さ 、他 では

に いて す い 、 は だ政策 に ってい 。その し

て さ つつ の は、 市 のそ は ン の

ン に に、 に す

の いだで ン の してい 。 では、 に の

した た ン の す す 。 

 

（ 大学） 

 ン と ン プ 度  

 スでは 年の政 代 改 の社会政策の は大 く

した。改 の して さ た ー ル （  下 ）は大

集 た その に しては くの てい 。その 開は

の り大 く に った の は の に に た してい 。

の に しては 政 の （  ） し 社会政策の 開に い

て 学 ー 手法 す に ってい い。 し

た て スに ン は に しつつ 。そ で では
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1  

の ー ン ー（ ） に し スに いて してい

ン の その について したい。 

 

会  （一 ） 問題 的  

長 （長 大学） 

 

会  

 年、 大 集 てい 。 り 、 の の 大 、政策 に

議論 で 。また、 に しては、政 の し、 の

に まってい 。だ 、 については、 その 者に

た、 で 。 

 会では、 の 題 に 、法の 程（ ）、 者の

（ 程）、またそ の す社会 いった 、 の 題 について していく。

では、 に した事 の 通 て、 の 程について す 。

では、 さ た 程に 、 者の の す 。 では、

代の日 社会 して、 い にして してい の す 。 

 

（ Ｅ） 

 グ ン 実  

 は、 て いまい で り、その 法 に いては ー ーン

に ってい 。 ー ーンは、 には、 法 （また に 事す 程 ）

者 す の 、そして 者の に して す 。さ に、 は、

に に、 の しく で 。 

 で、その に 者に す は、 時 の さ て り

大で 。 の その 法 法は の 大 で 、法 その の

に す ー ーン の の 、 正 の

てい 。 

 ま 、 では、 法の した事 の 、 の ン

ー 通 、 に いて ー ーン さ 、 にす 論

にす 。 

 

実（ 教大学） 

 と  

 の は、 ー の 程の 、 す の

す に 。 

 ー い 、 に に 事してい さ てい 、

年、 ン ー に ン ー ン ル で、 ーの す

ー の は、 、 いし してい 。 、 た ン

ー 参 に、い に パ り い にす 、 ー して

い だ い で 。 す 者 い 、 さ てい 、

たして の してい の つ 者 に す 。 

 ま て、 では、 ー の り 通 て、 ーの 程

す で、 い 者の の に にす 。 

 

（ 大学 ） 

  

 の は、 代の日 社会 して、 い にして してい の

す に 。 

 、 、そして 開して た り って 、 代 に

は、 の に てい 。その の

1  

会  （社会的 会） 

Ｅ

 

長 原 （大 市 大学） 

 

会  

 では 年代 の ー ル の で の 大 って た。 した で、 ン

の の その 政策の し て た。 はい 、 に い

ては ン の の たり、 の に

した に ついた ン の てい 、 事者の （ ー

ン ー） にす の （ の ン ） した 、

。 て、 年の大 の の に ン （

して外 に す ）の 議論 してい 。 

 の 会では、 に ン した 、そ に く

政策 開の にす 。そして、 に の ー の す 。 

 

（ 大学） 

 Ｅ ン プ と ン プ  

 政策では、社会 ン の 手 だった。し し 年代の

の では、社会 ン の は た。その代 りに、 で

ス ン しての た の場 、他 で の

す さ ていた。 年代に 法 した に のに は し

く り、 年代の に いてはその す て た。 の社会 ン

は、 の に して く 、そ た に 外 す い

に してい 。 に して、 での で た ン

に す てい 。 は で ンパ ー ン

さ 、他 で さ し い。 では の 年の ン

論の す 。 

 

（大 市 大学） 

 Ｅ ン プ  

 は 年の ン 事会 りに、 通 政策 て た。その 、

では に って 、 ホス に いて の た の し

て 学 の 市 政策 開さ てい 。その 、 その は

に いて の 市 のそ さ 、他 では

に いて す い 、 は だ政策 に ってい 。その し

て さ つつ の は、 市 のそ は ン の

ン に に、 に す

の いだで ン の してい 。 では、 に の

した た ン の す す 。 

 

（ 大学） 

 ン と ン プ 度  

 スでは 年の政 代 改 の社会政策の は大 く

した。改 の して さ た ー ル （  下 ）は大

集 た その に しては くの てい 。その 開は

の り大 く に った の は の に に た してい 。

の に しては 政 の （  ） し 社会政策の 開に い

て 学 ー 手法 す に ってい い。 し

た て スに ン は に しつつ 。そ で では

1  

の ー ン ー（ ） に し スに いて してい

ン の その について したい。 

 

会  （一 ） 問題 的  

長 （長 大学） 

 

会  

 年、 大 集 てい 。 り 、 の の 大 、政策 に

議論 で 。また、 に しては、政 の し、 の

に まってい 。だ 、 については、 その 者に

た、 で 。 

 会では、 の 題 に 、法の 程（ ）、 者の

（ 程）、またそ の す社会 いった 、 の 題 について していく。

では、 に した事 の 通 て、 の 程について す 。

では、 さ た 程に 、 者の の す 。 では、

代の日 社会 して、 い にして してい の す 。 

 

（ Ｅ） 

 グ ン 実  

 は、 て いまい で り、その 法 に いては ー ーン

に ってい 。 ー ーンは、 には、 法 （また に 事す 程 ）

者 す の 、そして 者の に して す 。さ に、 は、

に に、 の しく で 。 

 で、その に 者に す は、 時 の さ て り

大で 。 の その 法 法は の 大 で 、法 その の

に す ー ーン の の 、 正 の

てい 。 

 ま 、 では、 法の した事 の 、 の ン

ー 通 、 に いて ー ーン さ 、 にす 論

にす 。 

 

実（ 教大学） 

 と  

 の は、 ー の 程の 、 す の

す に 。 

 ー い 、 に に 事してい さ てい 、

年、 ン ー に ン ー ン ル で、 ーの す

ー の は、 、 いし してい 。 、 た ン

ー 参 に、い に パ り い にす 、 ー して

い だ い で 。 す 者 い 、 さ てい 、

たして の してい の つ 者 に す 。 

 ま て、 では、 ー の り 通 て、 ーの 程

す で、 い 者の の に にす 。 

 

（ 大学 ） 

  

 の は、 代の日 社会 して、 い にして してい の

す に 。 

 、 、そして 開して た り って 、 代 に

は、 の に てい 。その の

1  

会  （社会的 会） 

Ｅ

 

長 原 （大 市 大学） 

 

会  

 では 年代 の ー ル の で の 大 って た。 した で、 ン

の の その 政策の し て た。 はい 、 に い

ては ン の の たり、 の に

した に ついた ン の てい 、 事者の （ ー

ン ー） にす の （ の ン ） した 、

。 て、 年の大 の の に ン （

して外 に す ）の 議論 してい 。 

 の 会では、 に ン した 、そ に く

政策 開の にす 。そして、 に の ー の す 。 

 

（ 大学） 

 Ｅ ン プ と ン プ  

 政策では、社会 ン の 手 だった。し し 年代の

の では、社会 ン の は た。その代 りに、 で

ス ン しての た の場 、他 で の

す さ ていた。 年代に 法 した に のに は し

く り、 年代の に いてはその す て た。 の社会 ン

は、 の に して く 、そ た に 外 す い

に してい 。 に して、 での で た ン

に す てい 。 は で ンパ ー ン

さ 、他 で さ し い。 では の 年の ン

論の す 。 

 

（大 市 大学） 

 Ｅ ン プ  

 は 年の ン 事会 りに、 通 政策 て た。その 、

では に って 、 ホス に いて の た の し

て 学 の 市 政策 開さ てい 。その 、 その は

に いて の 市 のそ さ 、他 では

に いて す い 、 は だ政策 に ってい 。その し

て さ つつ の は、 市 のそ は ン の

ン に に、 に す

の いだで ン の してい 。 では、 に の

した た ン の す す 。 

 

（ 大学） 

 ン と ン プ 度  

 スでは 年の政 代 改 の社会政策の は大 く

した。改 の して さ た ー ル （  下 ）は大

集 た その に しては くの てい 。その 開は

の り大 く に った の は の に に た してい 。

の に しては 政 の （  ） し 社会政策の 開に い

て 学 ー 手法 す に ってい い。 し

た て スに ン は に しつつ 。そ で では
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1 

会  （社会的 会） 

 大 市 と 社会 実 と  

長 原 （大 市 大学） 

論 （ 大学） 

 

会  

 の は、 の に規 さ だ で く、社会 の り に 規 さ

てい 。 り 、 研究では、大 市大 に いて 社会 集 す で

の社会階 社会 に し、 の には く い の者 い 、

く す 社会 にす した。 は、 年

に た した 大 市 の社会 に す の ー した ので 、その

者は、大 市 に す の市 （ ）で った。 

 の は、 の研究者に り に りま てい 、 さ に

に って、 さ に してい 。 会では、 の の つ

の ー り 。す 、 の 、 法そして の 論 た 、 の

つ の した 、そして、 者の社会 に してい

した で 。 

 

原 （大 市 大学） 

 大 市 と社会的 的  

 は、 年に した 大 市 の社会 に す に った

の 論 。 年 の ー に、 に す

の した階 ス ー に って、 つの大 者

の した。さ に、 の に てはま の 、そ

者 （ ） し、 の 者に し に

った。 

 して、 、 つ 、 、 、 し 、 社会

の り、 の 、 、 研究 。 に って、大 市

に つの社会階 に 、 、社会 、そして で、 の

い にす 。 

 

（大 市 大学） 

 大 と 事 （プ ）と ン ス  

 では 年代 （ ）の 題 さ て た のの、そ して

い の は で った。 正規 で す で は の で

は し く ってい 。し し、すでに ス ル していた に、

の は 社会 の にまで で り、た に正規 者 正規 者の

の 題 ってい 。 

 ー は、 社会 す に いて、 の （ さ

た 、 、 、 す ）に してい 。 では、 年

に した 大 市 の社会 に す の ー に、 のそ

つ の し、 した。 の は、 の 題設 は の 、

題に ー す で 。 

 

長 江（ 学 大学） 

 社会的  

 では、 の に 社会 ま た で、 者の

社会 の について にす 。 ー は、 年に大 市 に さ た 大 市

の社会 に す ー いた。 の 、 学 で り、大 い

い た り、 した者 い し

 

して さ た場 、 の程 ン ールす に

、 に に 、また、 に 時 に の い す 。 

 、 さ てい 者の の す 、さま ま に いて

いてい は い い に だ 。 で いた り に、

事す 事の 、 、 程の す社会の して、

い にして してい の す 。 

 

会  （社会 会） 社会  

長 一（ 大学 大学 ） 

 （ 大学） 

論 事（ 大学） 

 

会  

 日 の社会 は 大 の日 法 に さ た。し し、 年の社会 研究では

にまた 社会 の さ てい 。日 の社会 の で 年 法

法 日 法 に し、 まで法改正 り しつつ さ てい 。 の

創 に いて、 の 、 、 の に したの にす は、社会

の日 す 手 り 。 した 題に して、 にいくつ の 研究 す

、 会では 時の政策 程に した っていた 者 に て 。 の

に い していた 者た に の 題は、 大 社会 題 っていた。

そ した社会 題に す 時の 事者の に で、日 の社会 の について

た す 会の 題で 。 

 

（ 大学） 

 大戦 研究  

 大 は、 場法に いて 法 者 法 いった 法 さ 、政

研究 に 場 者の に す まりつつ った。 は、

の時 に 場 で 者に し、 に った 場 場 に し、 時

つつ った は す に の ていた につ

いて にす 。 くに 社会 学 に さ た 時の論 に す 。 場

の は 学 に いて の研究 開 し、社会 題 た。他 、

の 場には 場 さ た 、 に す は して 、 まま

った。 では、 しい学 しての 研究 、 場 の の 、

の 程 す 。 

 

（ 大学） 

 年 と  

 では、 年 月に 者 して さ た 年 、 年

月に 者年 して さ までの 程 す。 者

は、 員 に 策 さ 、 、 さ た

に した だった。し し は、 外して 者年 った

のは だったの 。 に の 政策研究 だった 策研究会の会 に さ た会議

、 に 者の の に の議論 し、 す 。その 、

者は、 者 し 、 し たり で に して

外した 、 は で に外した 、つまり、 は、

して 年 創設した った。 
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1 

会  （社会的 会） 

 大 市 と 社会 実 と  

長 原 （大 市 大学） 

論 （ 大学） 

 

会  

 の は、 の に規 さ だ で く、社会 の り に 規 さ

てい 。 り 、 研究では、大 市大 に いて 社会 集 す で

の社会階 社会 に し、 の には く い の者 い 、

く す 社会 にす した。 は、 年

に た した 大 市 の社会 に す の ー した ので 、その

者は、大 市 に す の市 （ ）で った。 

 の は、 の研究者に り に りま てい 、 さ に

に って、 さ に してい 。 会では、 の の つ

の ー り 。す 、 の 、 法そして の 論 た 、 の

つ の した 、そして、 者の社会 に してい

した で 。 

 

原 （大 市 大学） 

 大 市 と社会的 的  

 は、 年に した 大 市 の社会 に す に った

の 論 。 年 の ー に、 に す

の した階 ス ー に って、 つの大 者

の した。さ に、 の に てはま の 、そ

者 （ ） し、 の 者に し に

った。 

 して、 、 つ 、 、 、 し 、 社会

の り、 の 、 、 研究 。 に って、大 市

に つの社会階 に 、 、社会 、そして で、 の

い にす 。 

 

（大 市 大学） 

 大 と 事 （プ ）と ン ス  

 では 年代 （ ）の 題 さ て た のの、そ して

い の は で った。 正規 で す で は の で

は し く ってい 。し し、すでに ス ル していた に、

の は 社会 の にまで で り、た に正規 者 正規 者の

の 題 ってい 。 

 ー は、 社会 す に いて、 の （ さ

た 、 、 、 す ）に してい 。 では、 年

に した 大 市 の社会 に す の ー に、 のそ

つ の し、 した。 の は、 の 題設 は の 、

題に ー す で 。 

 

長 江（ 学 大学） 

 社会的  

 では、 の に 社会 ま た で、 者の

社会 の について にす 。 ー は、 年に大 市 に さ た 大 市

の社会 に す ー いた。 の 、 学 で り、大 い

い た り、 した者 い し

 

して さ た場 、 の程 ン ールす に

、 に に 、また、 に 時 に の い す 。 

 、 さ てい 者の の す 、さま ま に いて

いてい は い い に だ 。 で いた り に、

事す 事の 、 、 程の す社会の して、

い にして してい の す 。 

 

会  （社会 会） 社会  

長 一（ 大学 大学 ） 

 （ 大学） 

論 事（ 大学） 

 

会  

 日 の社会 は 大 の日 法 に さ た。し し、 年の社会 研究では

にまた 社会 の さ てい 。日 の社会 の で 年 法

法 日 法 に し、 まで法改正 り しつつ さ てい 。 の

創 に いて、 の 、 、 の に したの にす は、社会

の日 す 手 り 。 した 題に して、 にいくつ の 研究 す

、 会では 時の政策 程に した っていた 者 に て 。 の

に い していた 者た に の 題は、 大 社会 題 っていた。

そ した社会 題に す 時の 事者の に で、日 の社会 の について

た す 会の 題で 。 

 

（ 大学） 

 大戦 研究  

 大 は、 場法に いて 法 者 法 いった 法 さ 、政

研究 に 場 者の に す まりつつ った。 は、

の時 に 場 で 者に し、 に った 場 場 に し、 時

つつ った は す に の ていた につ

いて にす 。 くに 社会 学 に さ た 時の論 に す 。 場

の は 学 に いて の研究 開 し、社会 題 た。他 、

の 場には 場 さ た 、 に す は して 、 まま

った。 では、 しい学 しての 研究 、 場 の の 、

の 程 す 。 

 

（ 大学） 

 年 と  

 では、 年 月に 者 して さ た 年 、 年

月に 者年 して さ までの 程 す。 者

は、 員 に 策 さ 、 、 さ た

に した だった。し し は、 外して 者年 った

のは だったの 。 に の 政策研究 だった 策研究会の会 に さ た会議

、 に 者の の に の議論 し、 す 。その 、

者は、 者 し 、 し たり で に して

外した 、 は で に外した 、つまり、 は、

して 年 創設した った。 

 

 

 

1 

会  （社会的 会） 

 大 市 と 社会 実 と  

長 原 （大 市 大学） 

論 （ 大学） 

 

会  

 の は、 の に規 さ だ で く、社会 の り に 規 さ

てい 。 り 、 研究では、大 市大 に いて 社会 集 す で

の社会階 社会 に し、 の には く い の者 い 、

く す 社会 にす した。 は、 年

に た した 大 市 の社会 に す の ー した ので 、その

者は、大 市 に す の市 （ ）で った。 

 の は、 の研究者に り に りま てい 、 さ に

に って、 さ に してい 。 会では、 の の つ

の ー り 。す 、 の 、 法そして の 論 た 、 の

つ の した 、そして、 者の社会 に してい

した で 。 

 

原 （大 市 大学） 

 大 市 と社会的 的  

 は、 年に した 大 市 の社会 に す に った

の 論 。 年 の ー に、 に す

の した階 ス ー に って、 つの大 者

の した。さ に、 の に てはま の 、そ

者 （ ） し、 の 者に し に

った。 

 して、 、 つ 、 、 、 し 、 社会

の り、 の 、 、 研究 。 に って、大 市

に つの社会階 に 、 、社会 、そして で、 の

い にす 。 

 

（大 市 大学） 

 大 と 事 （プ ）と ン ス  

 では 年代 （ ）の 題 さ て た のの、そ して

い の は で った。 正規 で す で は の で

は し く ってい 。し し、すでに ス ル していた に、

の は 社会 の にまで で り、た に正規 者 正規 者の

の 題 ってい 。 

 ー は、 社会 す に いて、 の （ さ

た 、 、 、 す ）に してい 。 では、 年

に した 大 市 の社会 に す の ー に、 のそ

つ の し、 した。 の は、 の 題設 は の 、

題に ー す で 。 

 

長 江（ 学 大学） 

 社会的  

 では、 の に 社会 ま た で、 者の

社会 の について にす 。 ー は、 年に大 市 に さ た 大 市

の社会 に す ー いた。 の 、 学 で り、大 い

い た り、 した者 い し

 

して さ た場 、 の程 ン ールす に

、 に に 、また、 に 時 に の い す 。 

 、 さ てい 者の の す 、さま ま に いて

いてい は い い に だ 。 で いた り に、

事す 事の 、 、 程の す社会の して、

い にして してい の す 。 

 

会  （社会 会） 社会  

長 一（ 大学 大学 ） 

 （ 大学） 

論 事（ 大学） 

 

会  

 日 の社会 は 大 の日 法 に さ た。し し、 年の社会 研究では

にまた 社会 の さ てい 。日 の社会 の で 年 法

法 日 法 に し、 まで法改正 り しつつ さ てい 。 の

創 に いて、 の 、 、 の に したの にす は、社会

の日 す 手 り 。 した 題に して、 にいくつ の 研究 す

、 会では 時の政策 程に した っていた 者 に て 。 の

に い していた 者た に の 題は、 大 社会 題 っていた。

そ した社会 題に す 時の 事者の に で、日 の社会 の について

た す 会の 題で 。 

 

（ 大学） 

 大戦 研究  

 大 は、 場法に いて 法 者 法 いった 法 さ 、政

研究 に 場 者の に す まりつつ った。 は、

の時 に 場 で 者に し、 に った 場 場 に し、 時

つつ った は す に の ていた につ

いて にす 。 くに 社会 学 に さ た 時の論 に す 。 場

の は 学 に いて の研究 開 し、社会 題 た。他 、

の 場には 場 さ た 、 に す は して 、 まま

った。 では、 しい学 しての 研究 、 場 の の 、

の 程 す 。 

 

（ 大学） 

 年 と  

 では、 年 月に 者 して さ た 年 、 年

月に 者年 して さ までの 程 す。 者

は、 員 に 策 さ 、 、 さ た

に した だった。し し は、 外して 者年 った

のは だったの 。 に の 政策研究 だった 策研究会の会 に さ た会議

、 に 者の の に の議論 し、 す 。その 、

者は、 者 し 、 し たり で に して

外した 、 は で に外した 、つまり、 は、

して 年 創設した った。 
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市は 年ご までは そ った 、その 、 し、

の まって てい 。 市では、 年 して り、 す

、 の い に 。また、 ーホー は、 市 に

に 、 市は り に してい 。 市では、 市

してい い 。 

 

（大 大学） 

 事  

 は して い で ったた 、 の り さ

は った。 年の社会 の の政策 の で、 で 、

は ってい 、 さ てい のは く（ は

してい ）、 、 く（ さ てい い）、 の さ

てい い。 

 す た の、 に く り はしてい った 、 年

に 事 、 年年 にはそ に て 事 す

に った。 で、 設は 規 し、 員 してい 、 ってそのた しい

の に さ 。 

 では、 は ってい 、 では く、 年 しい

に さ てい い 。 

 

 

  

 

た。 に、 者 社会 に してい にした。 者は、 しい

の く、 に参 してい い者 った。さ に、 の社会 の

ていた。 、 の参 、 した に 、

の に 社会 、 た す ン ールして 、

してい そ 、 の てい った。 

 

会  （一 ） 社会的 と 題 事  

長 （大 大学） 

 

会  

 者の い 、 者に さ で い 、 で社会 に し、

す 社会 い 。 、社会 は、 設 の 政策 に

て り、 には、 の に て していく てい 。

の政策 の の す 、 い 、 は して

い のの、 の してい 、 ーホー の てい

、 の には った。 会では、 つの （ 、 、 、

） し、そ の事 、 の の に して、 設 の

ン 、 の し、社会 の す た の し

たい。 

 

 （ 大学 ） 

 市 事  

 は、 て り のさ の つで 。 は 年代

、 年には てい 。 の 設の 者は 年 いで、

は で 。 の 社会 の の には、 す の

の さ、 設 の さ、 の 法 の さ 。 の

、 ー だ で く、 の 者、 、 員 の ン ー ー

いて す 。 

 

（ 大学） 

 市 事  

 の 設 員 は 年時 に いて 程 く、 の くは 設

に さ てい で 。 

 の については、 設 員 に して 員 い で 。 年に

設さ までは に の で ったた 、市 の に す った。

く、 の ってい 。 設については、 は に

のの、 す 程 り、 い で  

 の は、 に に 。 の 時 は 下

った 、 年は ってい 、 に まだ い で

。 

 の （ ）は （ の に してい 場

）で 、 に いて い に ってい 。 

 

（大 大学） 

 市 事  

 は、 、 設 に 員 して り、 の 者 は してい い

、 設の 者 は してい 。 、 市は、 、 設 に 員は

で、 の 者 は してい 、 設には 員 者 してい

。 

 は、 、 市 に、 に 。 は り く、
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市は 年ご までは そ った 、その 、 し、

の まって てい 。 市では、 年 して り、 す

、 の い に 。また、 ーホー は、 市 に

に 、 市は り に してい 。 市では、 市

してい い 。 

 

（大 大学） 

 事  

 は して い で ったた 、 の り さ

は った。 年の社会 の の政策 の で、 で 、

は ってい 、 さ てい のは く（ は

してい ）、 、 く（ さ てい い）、 の さ

てい い。 

 す た の、 に く り はしてい った 、 年

に 事 、 年年 にはそ に て 事 す

に った。 で、 設は 規 し、 員 してい 、 ってそのた しい

の に さ 。 

 では、 は ってい 、 では く、 年 しい

に さ てい い 。 

 

 

  

 

た。 に、 者 社会 に してい にした。 者は、 しい

の く、 に参 してい い者 った。さ に、 の社会 の

ていた。 、 の参 、 した に 、

の に 社会 、 た す ン ールして 、

してい そ 、 の てい った。 

 

会  （一 ） 社会的 と 題 事  

長 （大 大学） 

 

会  

 者の い 、 者に さ で い 、 で社会 に し、

す 社会 い 。 、社会 は、 設 の 政策 に

て り、 には、 の に て していく てい 。

の政策 の の す 、 い 、 は して

い のの、 の してい 、 ーホー の てい

、 の には った。 会では、 つの （ 、 、 、

） し、そ の事 、 の の に して、 設 の

ン 、 の し、社会 の す た の し

たい。 

 

 （ 大学 ） 

 市 事  

 は、 て り のさ の つで 。 は 年代

、 年には てい 。 の 設の 者は 年 いで、

は で 。 の 社会 の の には、 す の

の さ、 設 の さ、 の 法 の さ 。 の

、 ー だ で く、 の 者、 、 員 の ン ー ー

いて す 。 

 

（ 大学） 

 市 事  

 の 設 員 は 年時 に いて 程 く、 の くは 設

に さ てい で 。 

 の については、 設 員 に して 員 い で 。 年に

設さ までは に の で ったた 、市 の に す った。

く、 の ってい 。 設については、 は に

のの、 す 程 り、 い で  

 の は、 に に 。 の 時 は 下

った 、 年は ってい 、 に まだ い で

。 

 の （ ）は （ の に してい 場

）で 、 に いて い に ってい 。 

 

（大 大学） 

 市 事  

 は、 、 設 に 員 して り、 の 者 は してい い

、 設の 者 は してい 。 、 市は、 、 設 に 員は

で、 の 者 は してい 、 設には 員 者 してい

。 

 は、 、 市 に、 に 。 は り く、

 

市は 年ご までは そ った 、その 、 し、

の まって てい 。 市では、 年 して り、 す

、 の い に 。また、 ーホー は、 市 に

に 、 市は り に してい 。 市では、 市

してい い 。 

 

（大 大学） 

 事  

 は して い で ったた 、 の り さ

は った。 年の社会 の の政策 の で、 で 、

は ってい 、 さ てい のは く（ は

してい ）、 、 く（ さ てい い）、 の さ

てい い。 

 す た の、 に く り はしてい った 、 年

に 事 、 年年 にはそ に て 事 す

に った。 で、 設は 規 し、 員 してい 、 ってそのた しい

の に さ 。 

 では、 は ってい 、 では く、 年 しい

に さ てい い 。 

 

 

  

 

た。 に、 者 社会 に してい にした。 者は、 しい

の く、 に参 してい い者 った。さ に、 の社会 の

ていた。 、 の参 、 した に 、

の に 社会 、 た す ン ールして 、

してい そ 、 の てい った。 

 

会  （一 ） 社会的 と 題 事  

長 （大 大学） 

 

会  

 者の い 、 者に さ で い 、 で社会 に し、

す 社会 い 。 、社会 は、 設 の 政策 に

て り、 には、 の に て していく てい 。

の政策 の の す 、 い 、 は して

い のの、 の してい 、 ーホー の てい

、 の には った。 会では、 つの （ 、 、 、

） し、そ の事 、 の の に して、 設 の

ン 、 の し、社会 の す た の し

たい。 

 

 （ 大学 ） 

 市 事  

 は、 て り のさ の つで 。 は 年代

、 年には てい 。 の 設の 者は 年 いで、

は で 。 の 社会 の の には、 す の

の さ、 設 の さ、 の 法 の さ 。 の

、 ー だ で く、 の 者、 、 員 の ン ー ー

いて す 。 

 

（ 大学） 

 市 事  

 の 設 員 は 年時 に いて 程 く、 の くは 設

に さ てい で 。 

 の については、 設 員 に して 員 い で 。 年に

設さ までは に の で ったた 、市 の に す った。

く、 の ってい 。 設については、 は に

のの、 す 程 り、 い で  

 の は、 に に 。 の 時 は 下

った 、 年は ってい 、 に まだ い で

。 

 の （ ）は （ の に してい 場

）で 、 に いて い に ってい 。 

 

（大 大学） 

 市 事  

 は、 、 設 に 員 して り、 の 者 は してい い

、 設の 者 は してい 。 、 市は、 、 設 に 員は

で、 の 者 は してい 、 設には 員 者 してい

。 

 は、 、 市 に、 に 。 は り く、
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で 。 は、 スに 事 の 題す 。 では、 につい

て にす 。 

 

大 （ ス 大学） 

 ス  

 法に ー スは 社会の に って くては い社会 ン

で 。その さ た の つ 、 の の す に っ

て、 す に った。では、 ー スはその たしてい

のだ 。 さ て 年 した 、改 て す 時 に てい

。 では、 ー ス の の してい す 。

には、 のパ ル ー いて、 ー スの ー スの 、 の

時 さ てい す 。 に しては、 ー スの は の

の に って さ の して、 時 程 ル いた。 の 、

ー スの の 時 の た してい さ た。 

 

 （ 大学 ） 

 度 パ  

 研究では、 に した ー ース ースに に の の

った。 創設して 年 つ 、 ー スの ー スの

の に の に してい に す 研究は に さ て た は い い。 い

研究 、 の または の研究で 、 ー 手法の

法 ン ー 、 ー いった 大 い ってい

、 者の に た はい い。 

 そ で、 では、 の 事 の 政

に、 年 の ー スの について、 ー ス 、 者 、

に の ー ース した 、 ー スの の す 時に、

ー ス 、 者 に の した。 

 

論題  ロ パ 

 長  （ 大学） 

 

（ 大学） 

 政 務 社会  

 では、 年 の政 に し、 に 大した 政 す た 、大

社会 の た。 では、 政 し、 た に

まってい 。し し、 社会 は に の に った では く、 に って、ま

た、 の に って 。 、 では、 に社会 してい

のに し、 では、年 の は す 、 の は い。

政 の では、社会 の は したの 。また、 の社会 は、

のい に ってい の 。 研究では、 、 の社会 ス 、 の政策

の に しつつ、社会 の について い、 の の す 。 

 

（ 大学） 

 ス 度（１９１１～４ 年）  

 年、 す に り い て、 に す

まりつつ 、 年の ス に いては、

い の に、 に す た。す 、 に いて

者は、 す 、い して し、 通

て に 、 は 政 に して り、 政 に の

では、 してい 者の に て さ た 、 の い ではそ

 

論題  

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

 大学  

 と  

 は、 の 代 の す ので 。 の 場 は 代

て してい の事 く さ て り、日 に いて の 代 の 研究

さ つつ 。し し、 の は、 で った に った時に

に り すい す のの、す ての 代 さ た ので す

では い。す 、 の の には、 代（ そ ） して に

に つ 、 代は では い は で 代 の に つ

す 。 者の す のは、 代 た しい の には い の

い で 。 では、 に 大規 の いて、 の の の

代に い す 。 

 

（ 大学） 

 とス グ ム ス 実  

 研究では、ホー ス パー に した した の

す 。 者の くは して してい 、 で 年

年は、 って 事 った。 、 の 下 は、

者 たり の で い た す さ 。また、

ン の りは、 者のス さ 。 研究では、

に、 者の ス の した。その 、 ） 者は 者

り さ た に 、 ） に、社会 に での の い い 、 ）

してい について り の に は若い に い 、 ）ス

の は く、 、 の の く してい った。 

 

（ 社会 問題研究所） 

  

 政 の 政 会議 年 月 日に した の では、 代に

して 年 の集 の さ た。 は、 年 年 に

外 市 市（ 年 は ）で した ルー ン ー

、 代に た の正規 者 正規 者の ー

す 。 

 の 、 時 に す の 、 ー に す 年 に

した。正規では 開 、 正規では正規 の では く 正規の 改

（ 年 は ） の優 く、 開 ー は い。 の ー は政策

は し い。 の は、 に た ス に で り、正規 に

ま い 改 年 した 代に す 。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

（ 大学 教 ） 

 ス 研究 

 政策研究 研 ー パの （ 年）は、 の に

いて 外 研究会 設 し、 の て、 外 に について した
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で 。 は、 スに 事 の 題す 。 では、 につい

て にす 。 

 

大 （ ス 大学） 

 ス  

 法に ー スは 社会の に って くては い社会 ン

で 。その さ た の つ 、 の の す に っ

て、 す に った。では、 ー スはその たしてい

のだ 。 さ て 年 した 、改 て す 時 に てい

。 では、 ー ス の の してい す 。

には、 のパ ル ー いて、 ー スの ー スの 、 の

時 さ てい す 。 に しては、 ー スの は の

の に って さ の して、 時 程 ル いた。 の 、

ー スの の 時 の た してい さ た。 

 

 （ 大学 ） 

 度 パ  

 研究では、 に した ー ース ースに に の の

った。 創設して 年 つ 、 ー スの ー スの

の に の に してい に す 研究は に さ て た は い い。 い

研究 、 の または の研究で 、 ー 手法の

法 ン ー 、 ー いった 大 い ってい

、 者の に た はい い。 

 そ で、 では、 の 事 の 政

に、 年 の ー スの について、 ー ス 、 者 、

に の ー ース した 、 ー スの の す 時に、

ー ス 、 者 に の した。 

 

論題  ロ パ 

 長  （ 大学） 

 

（ 大学） 

 政 務 社会  

 では、 年 の政 に し、 に 大した 政 す た 、大

社会 の た。 では、 政 し、 た に

まってい 。し し、 社会 は に の に った では く、 に って、ま

た、 の に って 。 、 では、 に社会 してい

のに し、 では、年 の は す 、 の は い。

政 の では、社会 の は したの 。また、 の社会 は、

のい に ってい の 。 研究では、 、 の社会 ス 、 の政策

の に しつつ、社会 の について い、 の の す 。 

 

（ 大学） 

 ス 度（１９１１～４ 年）  

 年、 す に り い て、 に す

まりつつ 、 年の ス に いては、

い の に、 に す た。す 、 に いて

者は、 す 、い して し、 通

て に 、 は 政 に して り、 政 に の

では、 してい 者の に て さ た 、 の い ではそ

 

論題  

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

 大学  

 と  

 は、 の 代 の す ので 。 の 場 は 代

て してい の事 く さ て り、日 に いて の 代 の 研究

さ つつ 。し し、 の は、 で った に った時に

に り すい す のの、す ての 代 さ た ので す

では い。す 、 の の には、 代（ そ ） して に

に つ 、 代は では い は で 代 の に つ

す 。 者の す のは、 代 た しい の には い の

い で 。 では、 に 大規 の いて、 の の の

代に い す 。 

 

（ 大学） 

 とス グ ム ス 実  

 研究では、ホー ス パー に した した の

す 。 者の くは して してい 、 で 年

年は、 って 事 った。 、 の 下 は、

者 たり の で い た す さ 。また、

ン の りは、 者のス さ 。 研究では、

に、 者の ス の した。その 、 ） 者は 者

り さ た に 、 ） に、社会 に での の い い 、 ）

してい について り の に は若い に い 、 ）ス

の は く、 、 の の く してい った。 

 

（ 社会 問題研究所） 

  

 政 の 政 会議 年 月 日に した の では、 代に

して 年 の集 の さ た。 は、 年 年 に

外 市 市（ 年 は ）で した ルー ン ー

、 代に た の正規 者 正規 者の ー

す 。 

 の 、 時 に す の 、 ー に す 年 に

した。正規では 開 、 正規では正規 の では く 正規の 改

（ 年 は ） の優 く、 開 ー は い。 の ー は政策

は し い。 の は、 に た ス に で り、正規 に

ま い 改 年 した 代に す 。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

（ 大学 教 ） 

 ス 研究 

 政策研究 研 ー パの （ 年）は、 の に

いて 外 研究会 設 し、 の て、 外 に について した

 

で 。 は、 スに 事 の 題す 。 では、 につい

て にす 。 

 

大 （ ス 大学） 

 ス  

 法に ー スは 社会の に って くては い社会 ン
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て、 す に った。では、 ー スはその たしてい

のだ 。 さ て 年 した 、改 て す 時 に てい

。 では、 ー ス の の してい す 。

には、 のパ ル ー いて、 ー スの ー スの 、 の

時 さ てい す 。 に しては、 ー スの は の

の に って さ の して、 時 程 ル いた。 の 、

ー スの の 時 の た してい さ た。 

 

 （ 大学 ） 

 度 パ  

 研究では、 に した ー ース ースに に の の

った。 創設して 年 つ 、 ー スの ー スの

の に の に してい に す 研究は に さ て た は い い。 い

研究 、 の または の研究で 、 ー 手法の

法 ン ー 、 ー いった 大 い ってい

、 者の に た はい い。 

 そ で、 では、 の 事 の 政

に、 年 の ー スの について、 ー ス 、 者 、

に の ー ース した 、 ー スの の す 時に、

ー ス 、 者 に の した。 
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 長  （ 大学） 

 

（ 大学） 

 政 務 社会  

 では、 年 の政 に し、 に 大した 政 す た 、大

社会 の た。 では、 政 し、 た に

まってい 。し し、 社会 は に の に った では く、 に って、ま

た、 の に って 。 、 では、 に社会 してい

のに し、 では、年 の は す 、 の は い。

政 の では、社会 の は したの 。また、 の社会 は、

のい に ってい の 。 研究では、 、 の社会 ス 、 の政策

の に しつつ、社会 の について い、 の の す 。 

 

（ 大学） 

 ス 度（１９１１～４ 年）  

 年、 す に り い て、 に す

まりつつ 、 年の ス に いては、

い の に、 に す た。す 、 に いて

者は、 す 、い して し、 通

て に 、 は 政 に して り、 政 に の

では、 してい 者の に て さ た 、 の い ではそ

 

論題  

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

 大学  

 と  

 は、 の 代 の す ので 。 の 場 は 代

て してい の事 く さ て り、日 に いて の 代 の 研究

さ つつ 。し し、 の は、 で った に った時に

に り すい す のの、す ての 代 さ た ので す

では い。す 、 の の には、 代（ そ ） して に

に つ 、 代は では い は で 代 の に つ

す 。 者の す のは、 代 た しい の には い の

い で 。 では、 に 大規 の いて、 の の の

代に い す 。 

 

（ 大学） 

 とス グ ム ス 実  

 研究では、ホー ス パー に した した の

す 。 者の くは して してい 、 で 年

年は、 って 事 った。 、 の 下 は、

者 たり の で い た す さ 。また、

ン の りは、 者のス さ 。 研究では、

に、 者の ス の した。その 、 ） 者は 者

り さ た に 、 ） に、社会 に での の い い 、 ）

してい について り の に は若い に い 、 ）ス

の は く、 、 の の く してい った。 

 

（ 社会 問題研究所） 

  

 政 の 政 会議 年 月 日に した の では、 代に

して 年 の集 の さ た。 は、 年 年 に

外 市 市（ 年 は ）で した ルー ン ー

、 代に た の正規 者 正規 者の ー

す 。 

 の 、 時 に す の 、 ー に す 年 に

した。正規では 開 、 正規では正規 の では く 正規の 改

（ 年 は ） の優 く、 開 ー は い。 の ー は政策

は し い。 の は、 に た ス に で り、正規 に

ま い 改 年 した 代に す 。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

（ 大学 教 ） 

 ス 研究 

 政策研究 研 ー パの （ 年）は、 の に

いて 外 研究会 設 し、 の て、 外 に について した
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い で し てい の について論 。 は、 の ン

の 法 の い手 、 しくは で 事 す で 。

年 月時 では で った 、 年 で の にまでの 表

さ た。研究 は、政 市 市に 、 者 し ての で 。開催会

場 の参 、 者 の ン ー ー に った。 に、

の 者 い手 して 員さ 、 に い 、

に った 、 者 日 で す 下 り、 の

規 してい 、 い す 。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

（ 社大学 ） 

 戦略的 的資 論 的  

 年代、 論（ ） で し、 、

日で さ た。 には つ の ー 、 通の しては、 （

） ン 、 に す 優 の り に す

い ので 。し し、 論 に り して の 日の論者 てい 。 

（ ） ン の の に り。 の研究は の いだす 研

究に し、その に スのまま してい 。 論

ってい 。 

（ ） だ 、 の優 た さ 、 議論に った。

の 事 論 て た（ に 学の） した。また、 さ

日の時代 にそ く って てい し 。 

 では、文 研究 通 （ ）（ ）の の つ し、 に の

、 研究に た 題 。 

 

 （ 大学 ） 

 ラス ン  

 の は、 ル ス ン の にし、 に た 策

の に す で 。 者は 年 月、 事者 、 者

に り った。 事者は 員 の

、 者の は 者 、 は の 、 は の

の だった。 のは、 ル ス ン は の 下 の

の さ 、 者は に し 下 いった 下

し い い で 。 場 の の 事 で に、その

は で で り、 事者の た 場 す ので った

、 に す り い の り下 た で 。 

 

論題  社会  

 長 （ 大学） 

 

（ 学 大学） 

 社会 的  

 日 では、 す 手 に す た 、外 の 大す さ 、

そのた に 法 改正 た。 の に し、外 の す た

には、外 して で 社会 の り 。 

 日 の社会 は、 まで す して さ 、 て たた 、

し 外 、 す 社会に した のに ってい い。 

 、日 した社会 す では、 年に たり 外 、

 

だったので 。 した の で、 い 事 に してい

、 していた。そ で では、 に の につ

いて、 に す 題、 時 に ていた の に にしていく。 

 

（一 大学） 

 ス 的 ２０１９年 長  

 スでは、 年 月に 題して 年 た に す

表さ た。 の の の つは、 者 の場 つ 時 に、 り くの

、 り い 、 に さ た に、 た ー ス ルにい に

す い で った。そして さ たの 、 い ルで

。そ は、 、 、 法 にす 、

社会 す 、 の 、 に

た 、 い ６つの い 。 では、 スの た

の社会 社会 の ま て、 さ た ルは の ス して

い の の しつつ、 題 す 。 

 

論題  ン ン 

 長  （ 大学 ） 

 

行（ 社会 問題研究所） （一 大学） 

  

 、 では 社会 の に た 策 てい 。だ 、 事

ご てはい のの、 の してい の は に さ てい い。

そ で 研究では、 の ー いて の し、 ー

し た。 

 す ー は 市社会 議会 年 月 月に て に して した

りご ご に す で 。 者は年 ま て に

さ た で り、 者 は 、 は で った。 の について

してい 、 に てい 者 に していた。 

 研究は、 年 階 、 で りご ご の した で、

の ー す の 。 

 

 （ 大学） 

 社会 社会的 ン プ 社会共  

 代社会に は ン に してい 、 者の

は し では い。市 政 社会 い ン の には

、市 社会 政 に す 議論は って 、社会 は さ

い。 ン の 員 に 場 は で 。 

 は 員 の の し、社会 の 員  

議論す 。さ に した社会に 社会 社会 ン の

に した の 、 の さ て表 し、政策 に す

ー について論 。 

 記の は、集 し、 く、 の 手 し、 正 の設

に 大 い社会 に す 。 に 記 の 論 の は の

して で 。 

 

（一 大学 ） 

 社会  

 では、 年 し てい の その 、 記 に

す す 。 に、 の い手に て、 くの 者 、
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い で し てい の について論 。 は、 の ン

の 法 の い手 、 しくは で 事 す で 。

年 月時 では で った 、 年 で の にまでの 表

さ た。研究 は、政 市 市に 、 者 し ての で 。開催会

場 の参 、 者 の ン ー ー に った。 に、

の 者 い手 して 員さ 、 に い 、

に った 、 者 日 で す 下 り、 の

規 してい 、 い す 。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

（ 社大学 ） 

 戦略的 的資 論 的  

 年代、 論（ ） で し、 、

日で さ た。 には つ の ー 、 通の しては、 （

） ン 、 に す 優 の り に す

い ので 。し し、 論 に り して の 日の論者 てい 。 

（ ） ン の の に り。 の研究は の いだす 研

究に し、その に スのまま してい 。 論

ってい 。 

（ ） だ 、 の優 た さ 、 議論に った。

の 事 論 て た（ に 学の） した。また、 さ

日の時代 にそ く って てい し 。 

 では、文 研究 通 （ ）（ ）の の つ し、 に の

、 研究に た 題 。 

 

 （ 大学 ） 

 ラス ン  

 の は、 ル ス ン の にし、 に た 策

の に す で 。 者は 年 月、 事者 、 者

に り った。 事者は 員 の

、 者の は 者 、 は の 、 は の

の だった。 のは、 ル ス ン は の 下 の

の さ 、 者は に し 下 いった 下

し い い で 。 場 の の 事 で に、その

は で で り、 事者の た 場 す ので った

、 に す り い の り下 た で 。 

 

論題  社会  

 長 （ 大学） 

 

（ 学 大学） 

 社会 的  

 日 では、 す 手 に す た 、外 の 大す さ 、

そのた に 法 改正 た。 の に し、外 の す た

には、外 して で 社会 の り 。 

 日 の社会 は、 まで す して さ 、 て たた 、

し 外 、 す 社会に した のに ってい い。 

 、日 した社会 す では、 年に たり 外 、

 

だったので 。 した の で、 い 事 に してい

、 していた。そ で では、 に の につ

いて、 に す 題、 時 に ていた の に にしていく。 

 

（一 大学） 

 ス 的 ２０１９年 長  

 スでは、 年 月に 題して 年 た に す

表さ た。 の の の つは、 者 の場 つ 時 に、 り くの

、 り い 、 に さ た に、 た ー ス ルにい に

す い で った。そして さ たの 、 い ルで

。そ は、 、 、 法 にす 、

社会 す 、 の 、 に

た 、 い ６つの い 。 では、 スの た

の社会 社会 の ま て、 さ た ルは の ス して

い の の しつつ、 題 す 。 

 

論題  ン ン 

 長  （ 大学 ） 

 

行（ 社会 問題研究所） （一 大学） 

  

 、 では 社会 の に た 策 てい 。だ 、 事

ご てはい のの、 の してい の は に さ てい い。

そ で 研究では、 の ー いて の し、 ー

し た。 

 す ー は 市社会 議会 年 月 月に て に して した

りご ご に す で 。 者は年 ま て に

さ た で り、 者 は 、 は で った。 の について

してい 、 に てい 者 に していた。 

 研究は、 年 階 、 で りご ご の した で、

の ー す の 。 

 

 （ 大学） 

 社会 社会的 ン プ 社会共  

 代社会に は ン に してい 、 者の

は し では い。市 政 社会 い ン の には

、市 社会 政 に す 議論は って 、社会 は さ

い。 ン の 員 に 場 は で 。 

 は 員 の の し、社会 の 員  

議論す 。さ に した社会に 社会 社会 ン の

に した の 、 の さ て表 し、政策 に す

ー について論 。 

 記の は、集 し、 く、 の 手 し、 正 の設

に 大 い社会 に す 。 に 記 の 論 の は の

して で 。 

 

（一 大学 ） 

 社会  

 では、 年 し てい の その 、 記 に

す す 。 に、 の い手に て、 くの 者 、

 

い で し てい の について論 。 は、 の ン

の 法 の い手 、 しくは で 事 す で 。

年 月時 では で った 、 年 で の にまでの 表

さ た。研究 は、政 市 市に 、 者 し ての で 。開催会

場 の参 、 者 の ン ー ー に った。 に、

の 者 い手 して 員さ 、 に い 、

に った 、 者 日 で す 下 り、 の

規 してい 、 い す 。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

（ 社大学 ） 

 戦略的 的資 論 的  

 年代、 論（ ） で し、 、

日で さ た。 には つ の ー 、 通の しては、 （

） ン 、 に す 優 の り に す

い ので 。し し、 論 に り して の 日の論者 てい 。 

（ ） ン の の に り。 の研究は の いだす 研

究に し、その に スのまま してい 。 論

ってい 。 

（ ） だ 、 の優 た さ 、 議論に った。

の 事 論 て た（ に 学の） した。また、 さ

日の時代 にそ く って てい し 。 

 では、文 研究 通 （ ）（ ）の の つ し、 に の

、 研究に た 題 。 

 

 （ 大学 ） 

 ラス ン  

 の は、 ル ス ン の にし、 に た 策

の に す で 。 者は 年 月、 事者 、 者

に り った。 事者は 員 の

、 者の は 者 、 は の 、 は の

の だった。 のは、 ル ス ン は の 下 の

の さ 、 者は に し 下 いった 下

し い い で 。 場 の の 事 で に、その

は で で り、 事者の た 場 す ので った

、 に す り い の り下 た で 。 

 

論題  社会  

 長 （ 大学） 

 

（ 学 大学） 

 社会 的  

 日 では、 す 手 に す た 、外 の 大す さ 、

そのた に 法 改正 た。 の に し、外 の す た

には、外 して で 社会 の り 。 

 日 の社会 は、 まで す して さ 、 て たた 、

し 外 、 す 社会に した のに ってい い。 

 、日 した社会 す では、 年に たり 外 、

 

だったので 。 した の で、 い 事 に してい

、 していた。そ で では、 に の につ

いて、 に す 題、 時 に ていた の に にしていく。 

 

（一 大学） 

 ス 的 ２０１９年 長  

 スでは、 年 月に 題して 年 た に す

表さ た。 の の の つは、 者 の場 つ 時 に、 り くの

、 り い 、 に さ た に、 た ー ス ルにい に

す い で った。そして さ たの 、 い ルで

。そ は、 、 、 法 にす 、

社会 す 、 の 、 に

た 、 い ６つの い 。 では、 スの た

の社会 社会 の ま て、 さ た ルは の ス して

い の の しつつ、 題 す 。 

 

論題  ン ン 

 長  （ 大学 ） 

 

行（ 社会 問題研究所） （一 大学） 

  

 、 では 社会 の に た 策 てい 。だ 、 事

ご てはい のの、 の してい の は に さ てい い。

そ で 研究では、 の ー いて の し、 ー

し た。 

 す ー は 市社会 議会 年 月 月に て に して した

りご ご に す で 。 者は年 ま て に

さ た で り、 者 は 、 は で った。 の について

してい 、 に てい 者 に していた。 

 研究は、 年 階 、 で りご ご の した で、

の ー す の 。 

 

 （ 大学） 

 社会 社会的 ン プ 社会共  

 代社会に は ン に してい 、 者の

は し では い。市 政 社会 い ン の には

、市 社会 政 に す 議論は って 、社会 は さ

い。 ン の 員 に 場 は で 。 

 は 員 の の し、社会 の 員  

議論す 。さ に した社会に 社会 社会 ン の

に した の 、 の さ て表 し、政策 に す

ー について論 。 

 記の は、集 し、 く、 の 手 し、 正 の設

に 大 い社会 に す 。 に 記 の 論 の は の

して で 。 

 

（一 大学 ） 

 社会  

 では、 年 し てい の その 、 記 に

す す 。 に、 の い手に て、 くの 者 、
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外 の社会 に して 題 その 策に して、政策 学 議論 、

さ てい 。 

 そ で、日 について た に、 の では、ま 、 についての に

り、外 に す の社会 の の り に す にす

。 

 

（ 大学） 

 ングと  

 では、日 に の について、 スに いて議論さ てい

ース （  ）の す に、日 に ン

の 題 の に の す について したい。 ース

では、 ースで のでは く、 （ ）に って だ

。 の に日 の の て 、 の さ に す

の の さ 年 の に 会に て り、

の まい の に 大 してい さ 。 ス

は 、日 に 社会 に してい で、 す

についての議論 で 。 

 

（ 社会 問題研究所） 

 法的 一  

 に 者の法 、 、 は、 の

の り に 題で 。 の に して、 法の改正に り、 年 月

り、 者の について、 して に してい い さ 。その

は、 ー ル す 、 に して、 の 日 に い で の

で い 外 者に す 題に す た で 。 の改正は、

の 者の り す で 、 改正 した法 はま

だ さ てい い。 

 そ で、 研究では、 記の 法の改正 ま 、 の 者について、その法

、 、 について た て し、 年 の他の の

に 、 の 者の り について す 。 

 

論題  社会政策  

 長 （ 教育大学） 

 

（法政大学 ） 

 年 年 度事 １９ ０年度 市  

 表は、 年代の 市 に 年 の 事 して 年 開

の の にす す 。 

 年に開 さ た日 の 年 は、 年 に で い日 にい ての

した 、 は 者 のた の年 して設 した。し し、 年 に し

てい い には 者 者 り、 いった の

た して設 した年 に って て ーす は に で った。 研

究で 政 時 した に の 大 の

年 事 の した 、 の の いった 市の 、日

て ーす してつく た 年 に いて に大 題 ってい

に った。 

 

（ 大学） 

 年 社会政策 と  

 時 、 では てい 年 の 会議で さ

 

た。 の代表 ン ンに いた 会議（ 会議）で 。 ー

ンス 改 いった 代 題の の会議に り、 時 く日 は だに

年 の 題 てい い 。 は、 大 の

年の に、 の に 社会政策の す

。その 、日 の政 代表 の して会議に参 した （ 、

学校 、社会政策学会会員）の 手 りにしたい。 そ、 日 に して

つ に していた だ で 。さ に、 の の

り 、 の す では、他の参 者の手記 記事 して に

して たい。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

 （ 学 大学） 

 法 ング 実  

 法（ 下、 法）の 年 した。 年に さ た 会

法は、 正社員の さ の いまま さ て たた に、 に

す った。 、 法は、 改 して てい 。

たして、 そ は に のだ 。 研究では、 会 大 に

って さ た に す ー （ 年 年） いて、 法 年

の 、 社員の す に り、 法の した。

の 、（ ） すた には、ま 、 程 の （ 員 ） で

、（ ） 法に の （ い では り でい ）、

（ ） 正 の の った。 

 

（ 大学 ） 

 ン プ  

 者の ン ル ルスの 日 の 題 ってい 。 員

した （ 年 ）では、 の に 者 （ ）は 年

で してい 。 者 年 年 で す 、

は 、 は 、 は 、 の してい 。

は 年 り さ た ス ス に して、 または の す

で り、 に さ た っ に まい の 外の 事

ま の して 。 では、日 に

者 の について、 正規 員の 正規 員の 、日 の

の い ン ー の す の の 題 。 

 

（大 大学） 

 実 と 共 事  

 の日 の 場では、 の の 下 場での 者の ー の

、 の の り てい 。 者は、 年 年に て、 して

い 社、そして の キャ の 者 （ 、 ）に

った。 の 、 って 事 者 者の で に てい

、そして の には 通の す に った。その は、

場で 通 て ま の 、 下 で つ に ので く、

り 正で つ ン ー してい で った。し し で、 には、 の

い はその 法 に、また の には 、

の 題の は り い さ た。 
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外 の社会 に して 題 その 策に して、政策 学 議論 、

さ てい 。 

 そ で、日 について た に、 の では、ま 、 についての に

り、外 に す の社会 の の り に す にす

。 

 

（ 大学） 

 ングと  

 では、日 に の について、 スに いて議論さ てい

ース （  ）の す に、日 に ン

の 題 の に の す について したい。 ース

では、 ースで のでは く、 （ ）に って だ

。 の に日 の の て 、 の さ に す

の の さ 年 の に 会に て り、

の まい の に 大 してい さ 。 ス

は 、日 に 社会 に してい で、 す

についての議論 で 。 

 

（ 社会 問題研究所） 

 法的 一  

 に 者の法 、 、 は、 の

の り に 題で 。 の に して、 法の改正に り、 年 月

り、 者の について、 して に してい い さ 。その

は、 ー ル す 、 に して、 の 日 に い で の

で い 外 者に す 題に す た で 。 の改正は、

の 者の り す で 、 改正 した法 はま

だ さ てい い。 

 そ で、 研究では、 記の 法の改正 ま 、 の 者について、その法

、 、 について た て し、 年 の他の の

に 、 の 者の り について す 。 

 

論題  社会政策  

 長 （ 教育大学） 

 

（法政大学 ） 

 年 年 度事 １９ ０年度 市  

 表は、 年代の 市 に 年 の 事 して 年 開

の の にす す 。 

 年に開 さ た日 の 年 は、 年 に で い日 にい ての

した 、 は 者 のた の年 して設 した。し し、 年 に し

てい い には 者 者 り、 いった の

た して設 した年 に って て ーす は に で った。 研

究で 政 時 した に の 大 の

年 事 の した 、 の の いった 市の 、日

て ーす してつく た 年 に いて に大 題 ってい

に った。 

 

（ 大学） 

 年 社会政策 と  

 時 、 では てい 年 の 会議で さ

 

た。 の代表 ン ンに いた 会議（ 会議）で 。 ー

ンス 改 いった 代 題の の会議に り、 時 く日 は だに

年 の 題 てい い 。 は、 大 の

年の に、 の に 社会政策の す

。その 、日 の政 代表 の して会議に参 した （ 、

学校 、社会政策学会会員）の 手 りにしたい。 そ、 日 に して

つ に していた だ で 。さ に、 の の

り 、 の す では、他の参 者の手記 記事 して に

して たい。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

 （ 学 大学） 

 法 ング 実  

 法（ 下、 法）の 年 した。 年に さ た 会

法は、 正社員の さ の いまま さ て たた に、 に

す った。 、 法は、 改 して てい 。

たして、 そ は に のだ 。 研究では、 会 大 に

って さ た に す ー （ 年 年） いて、 法 年

の 、 社員の す に り、 法の した。

の 、（ ） すた には、ま 、 程 の （ 員 ） で

、（ ） 法に の （ い では り でい ）、

（ ） 正 の の った。 

 

（ 大学 ） 

 ン プ  

 者の ン ル ルスの 日 の 題 ってい 。 員

した （ 年 ）では、 の に 者 （ ）は 年

で してい 。 者 年 年 で す 、

は 、 は 、 は 、 の してい 。

は 年 り さ た ス ス に して、 または の す

で り、 に さ た っ に まい の 外の 事

ま の して 。 では、日 に

者 の について、 正規 員の 正規 員の 、日 の

の い ン ー の す の の 題 。 

 

（大 大学） 

 実 と 共 事  

 の日 の 場では、 の の 下 場での 者の ー の

、 の の り てい 。 者は、 年 年に て、 して

い 社、そして の キャ の 者 （ 、 ）に

った。 の 、 って 事 者 者の で に てい

、そして の には 通の す に った。その は、

場で 通 て ま の 、 下 で つ に ので く、

り 正で つ ン ー してい で った。し し で、 には、 の

い はその 法 に、また の には 、

の 題の は り い さ た。 

 

 

 

外 の社会 に して 題 その 策に して、政策 学 議論 、

さ てい 。 

 そ で、日 について た に、 の では、ま 、 についての に

り、外 に す の社会 の の り に す にす

。 

 

（ 大学） 

 ングと  

 では、日 に の について、 スに いて議論さ てい

ース （  ）の す に、日 に ン

の 題 の に の す について したい。 ース

では、 ースで のでは く、 （ ）に って だ

。 の に日 の の て 、 の さ に す

の の さ 年 の に 会に て り、

の まい の に 大 してい さ 。 ス

は 、日 に 社会 に してい で、 す

についての議論 で 。 

 

（ 社会 問題研究所） 

 法的 一  

 に 者の法 、 、 は、 の

の り に 題で 。 の に して、 法の改正に り、 年 月

り、 者の について、 して に してい い さ 。その

は、 ー ル す 、 に して、 の 日 に い で の

で い 外 者に す 題に す た で 。 の改正は、

の 者の り す で 、 改正 した法 はま

だ さ てい い。 

 そ で、 研究では、 記の 法の改正 ま 、 の 者について、その法

、 、 について た て し、 年 の他の の

に 、 の 者の り について す 。 

 

論題  社会政策  

 長 （ 教育大学） 

 

（法政大学 ） 

 年 年 度事 １９ ０年度 市  

 表は、 年代の 市 に 年 の 事 して 年 開

の の にす す 。 

 年に開 さ た日 の 年 は、 年 に で い日 にい ての

した 、 は 者 のた の年 して設 した。し し、 年 に し

てい い には 者 者 り、 いった の

た して設 した年 に って て ーす は に で った。 研

究で 政 時 した に の 大 の

年 事 の した 、 の の いった 市の 、日

て ーす してつく た 年 に いて に大 題 ってい

に った。 

 

（ 大学） 

 年 社会政策 と  

 時 、 では てい 年 の 会議で さ

 

た。 の代表 ン ンに いた 会議（ 会議）で 。 ー

ンス 改 いった 代 題の の会議に り、 時 く日 は だに

年 の 題 てい い 。 は、 大 の

年の に、 の に 社会政策の す

。その 、日 の政 代表 の して会議に参 した （ 、

学校 、社会政策学会会員）の 手 りにしたい。 そ、 日 に して

つ に していた だ で 。さ に、 の の

り 、 の す では、他の参 者の手記 記事 して に

して たい。 

 

論題   

 長 （ 大学） 

 

 （ 学 大学） 

 法 ング 実  

 法（ 下、 法）の 年 した。 年に さ た 会

法は、 正社員の さ の いまま さ て たた に、 に

す った。 、 法は、 改 して てい 。

たして、 そ は に のだ 。 研究では、 会 大 に

って さ た に す ー （ 年 年） いて、 法 年

の 、 社員の す に り、 法の した。

の 、（ ） すた には、ま 、 程 の （ 員 ） で

、（ ） 法に の （ い では り でい ）、

（ ） 正 の の った。 

 

（ 大学 ） 

 ン プ  

 者の ン ル ルスの 日 の 題 ってい 。 員

した （ 年 ）では、 の に 者 （ ）は 年

で してい 。 者 年 年 で す 、

は 、 は 、 は 、 の してい 。

は 年 り さ た ス ス に して、 または の す

で り、 に さ た っ に まい の 外の 事

ま の して 。 では、日 に

者 の について、 正規 員の 正規 員の 、日 の

の い ン ー の す の の 題 。 

 

（大 大学） 

 実 と 共 事  

 の日 の 場では、 の の 下 場での 者の ー の

、 の の り てい 。 者は、 年 年に て、 して

い 社、そして の キャ の 者 （ 、 ）に

った。 の 、 って 事 者 者の で に てい

、そして の には 通の す に った。その は、

場で 通 て ま の 、 下 で つ に ので く、

り 正で つ ン ー してい で った。し し で、 には、 の

い はその 法 に、また の には 、

の 題の は り い さ た。 
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論題  社会政策 

 長  （ 大学） 

 

 原（ 大学 ） 

 学 所 度（ 度） 的 と 的

度 事  

 年、 に いて 学 の 題 さ てい 、 者の に て

す 学 （ 下、 ） の まってい 。し し、

の研究は に の その にの し、 者の さ 、そ

の に す 研究は の り た い。 

 そ で、 研究は 年 してい の事 に し、 の

ー 者 ン ー す 通 て、 学 り 、

してい 者の す 。その 、 の す

ス い 、政 学 若年 に す ー スの つ して

に った い 外 、 に 者の す ってい

にす 。 

 

 （一 大学 ） 

 政策 政 学的 事 学  

 の 政策はその 程に いて の の 、

時代 さ た ス 日 の に 正規 者 の 、年

の い つの って り、日 に た ス した す で

。し し 年キ ン 大 に 通 の 、 の 政策

は し、 規 す た の ー 政策 政政策に 社会

の 、 の た。 時 日 で 規 さ た のの、

の に り正規 の 規 、 までには った。 の場

、 通 に 社会 、 大 の に ー の 、

の ス の に って 市場で の い の い改

た 、その して 若年 者の 、 の いった 題 してい 。

の 題は だ では く、日 に って ー 政策 していく 、 り

事 して す 。 

 

 （ 大学 ） 

 パ 実 大学  

 では、 パ ー（ 下、 ）に の し、その

す 。 、 の に しては、その 記 す 研究 で った。 に し、

では、 大学に 年の ー に し、 の に 。その は の

通りで 。 

 （ ） の は、 には に って ま 。ただし、 の い は

い。 者 の 。（ ） に いては、 、 に た

てい 。その す 。（ ） の は、 の 手 で

してい 。その に 。（ ） の は、 に （ 員、 員、 場 ）ご に ま 。

ご の い の にす 。（ ） の は、 には 年

に って ま 。そ の に まってい の す 。（ ） は に

い 、 の り は の に ってい の 究 す 。（ ） に いて

、 の階 、階 の に は の に さ てい の

にす 。 に って、 の の りにす 。 

  

1 

事会 委員会 会  

 

  １０月１９日（土） 

１１：３０～１２：４５ 

１０月２０日（日） 

１１：３０～１２：５０ 

幹事会 ー ー  ー ー  

学会 集 員会  ー ー  

集 員 員 議会 ー ー   

大会 員会  ー ー  

大会 員会  ー ー  

大会 通論題  大 校舎   

員会 ー ー   

学会賞 員会 ー ー   

   

ン ー 会 ー ー  ー ー  

会  ー ー  

会 ー ー   

社会 会 ー ー   

会 ー ー  ー ー  

社会 の 会 ー ー   

会   

会 ー ー  ー ー  

会   

日 社会政策 会 ー ー  ー ー  

社会 会 ー ー   

 

ー ーの は、 日 ： まで して ります 、 時 （ ： ）に

ってい ります。 は にご ください。 

に は しま ので、 の でご ください。 

月 日（ ）の幹事会（ ： 〜 ： ）は ー ー 階 会議 です。 
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論題  社会政策 

 長  （ 大学） 

 

 原（ 大学 ） 

 学 所 度（ 度） 的 と 的

度 事  

 年、 に いて 学 の 題 さ てい 、 者の に て

す 学 （ 下、 ） の まってい 。し し、

の研究は に の その にの し、 者の さ 、そ

の に す 研究は の り た い。 

 そ で、 研究は 年 してい の事 に し、 の

ー 者 ン ー す 通 て、 学 り 、

してい 者の す 。その 、 の す

ス い 、政 学 若年 に す ー スの つ して

に った い 外 、 に 者の す ってい

にす 。 

 

 （一 大学 ） 

 政策 政 学的 事 学  

 の 政策はその 程に いて の の 、

時代 さ た ス 日 の に 正規 者 の 、年

の い つの って り、日 に た ス した す で

。し し 年キ ン 大 に 通 の 、 の 政策

は し、 規 す た の ー 政策 政政策に 社会

の 、 の た。 時 日 で 規 さ た のの、

の に り正規 の 規 、 までには った。 の場

、 通 に 社会 、 大 の に ー の 、

の ス の に って 市場で の い の い改

た 、その して 若年 者の 、 の いった 題 してい 。

の 題は だ では く、日 に って ー 政策 していく 、 り

事 して す 。 

 

 （ 大学 ） 

 パ 実 大学  

 では、 パ ー（ 下、 ）に の し、その

す 。 、 の に しては、その 記 す 研究 で った。 に し、

では、 大学に 年の ー に し、 の に 。その は の

通りで 。 

 （ ） の は、 には に って ま 。ただし、 の い は

い。 者 の 。（ ） に いては、 、 に た

てい 。その す 。（ ） の は、 の 手 で

してい 。その に 。（ ） の は、 に （ 員、 員、 場 ）ご に ま 。

ご の い の にす 。（ ） の は、 には 年

に って ま 。そ の に まってい の す 。（ ） は に

い 、 の り は の に ってい の 究 す 。（ ） に いて

、 の階 、階 の に は の に さ てい の

にす 。 に って、 の の りにす 。 

  

1 

事会 委員会 会  

 

  １０月１９日（土） 

１１：３０～１２：４５ 

１０月２０日（日） 

１１：３０～１２：５０ 

幹事会 ー ー  ー ー  

学会 集 員会  ー ー  

集 員 員 議会 ー ー   
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大会 員会  ー ー  
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会 ー ー  ー ー  

社会 の 会 ー ー   
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会 ー ー  ー ー  

会   

日 社会政策 会 ー ー  ー ー  

社会 会 ー ー   

 

ー ーの は、 日 ： まで して ります 、 時 （ ： ）に

ってい ります。 は にご ください。 
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の い つの って り、日 に た ス した す で

。し し 年キ ン 大 に 通 の 、 の 政策

は し、 規 す た の ー 政策 政政策に 社会

の 、 の た。 時 日 で 規 さ た のの、

の に り正規 の 規 、 までには った。 の場
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通 ス 大会会  

 

 法政大学市ヶ谷キャンパス 

 （  代 ） 

 

通 ス 

 下 市ヶ谷 または 橋 下  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  校 に 校舎 ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 校 ） 

 大 校舎 

 外濠校舎 

 ー ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市ヶ谷キャンパスには つの （正 、外濠校舎 、 ー ー ） ります。 

 

大 校舎は、 ー ー キャンパスに って、 手の の です。その他の

（正 、外濠校舎 ） キャンパスに 、 事 の り、キャンパス の

に りますので、 ー ー キャンパス に ってください。 

 

外濠校舎は、 橋 い です。外濠校舎 いは正 りください。 

 

 
月 日（土） 

月 日（日） 
  

 大 校舎 外濠校舎 大 校舎 

会 大 校舎   

ー 会 論題   大 校舎 

通論題  外濠校舎  

 大 校舎 大 校舎 大 校舎 

ース 大 校舎 大 校舎 大 校舎 

幹事会 員会 会 ー ー ー ー 
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通 ス 大会会  

 

 法政大学市ヶ谷キャンパス 

 （  代 ） 

 

通 ス 

 下 市ヶ谷 または 橋 下  
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市ヶ谷キャンパスには つの （正 、外濠校舎 、 ー ー ） ります。 

 

大 校舎は、 ー ー キャンパスに って、 手の の です。その他の

（正 、外濠校舎 ） キャンパスに 、 事 の り、キャンパス の
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外濠校舎は、 橋 い です。外濠校舎 いは正 りください。 

 

 
月 日（土） 

月 日（日） 
  

 大 校舎 外濠校舎 大 校舎 

会 大 校舎   

ー 会 論題   大 校舎 

通論題  外濠校舎  

 大 校舎 大 校舎 大 校舎 

ース 大 校舎 大 校舎 大 校舎 

幹事会 員会 会 ー ー ー ー 

 

  

 

通 ス 大会会  

 

 法政大学市ヶ谷キャンパス 

 （  代 ） 

 

通 ス 

 下 市ヶ谷 または 橋 下  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  校 に 校舎 ります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ 校 ） 

 大 校舎 

 外濠校舎 

 ー ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市ヶ谷キャンパスには つの （正 、外濠校舎 、 ー ー ） ります。 

 

大 校舎は、 ー ー キャンパスに って、 手の の です。その他の

（正 、外濠校舎 ） キャンパスに 、 事 の り、キャンパス の

に りますので、 ー ー キャンパス に ってください。 

 

外濠校舎は、 橋 い です。外濠校舎 いは正 りください。 

 

 
月 日（土） 

月 日（日） 
  

 大 校舎 外濠校舎 大 校舎 

会 大 校舎   

ー 会 論題   大 校舎 

通論題  外濠校舎  

 大 校舎 大 校舎 大 校舎 

書 展示  大内山校舎 大内山校舎 大内山校舎 

幹事会 員会 会 ー ー ー ー 
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大  

           大会           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

34



 

大  

           大会           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

大  

           大会           
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度  

 

 社会政策学会 大会 り、 設 ました。大会に参 す た 、

ー ス した会員に し、大会 に、 の します。 

 

） さ は、会員 の さ （ 学 ）に ります。 学 で 、

の さ について で ます。 

 

） の は、 者 ご で ってください。 の は、学会開催 の

くで 、ご ご の くで 、 で まいま 。 

 

） は、 さ につ 日 、会 の 日 します。 

 

） の の す たは、学会ホー ー （ 事 ） り

（ ）、 設 （ ）、 り （ ）

ン ー してください。 

 

） （ ）に 事 ご記 の 、大会の までに ールの

ルで下記の 員会 し ください。 り し、 の ー

ル りします。 

 

） 学会 日、 で （ ） し、 日 てください。

日 は 日ご に ってください。 

 

） 学会 に 設 （ ）、 り （

）に 事 ご記 の 、学会事 で りください。 

 

） 、 ました 、ご の り ます。 、 り

って に代 さ ていただ ます。 

 

） については、学会 って に り います。 

 

） 学会の 政 に っては、 していただいて で い ります。 

 

） ご の大学、研究 に の 場 は、そ ご ください。 

 

 

  年 月 日（ ）まで 

 

 

  社会政策学会 （ 年 ）大会 員会 ：  

 

 

 、 員会 り のご にてさ ていただ ます。ご

い場 は、大会 員  （ ： ）までご 下さい。 日ま

でに し い場 、 の はご いただ ま のでご ください。 

 

  

 

 

会  

 

 

日時： 月 日（土） ： ：  

場 ： ン ン ー ル  

（ 場 ル ） 

ス： 大会会場 （ 橋 ） 

日、大会 にて、 します 

 

 

 

 

  会会場 ル す は、 時代に の で創 した です。 

  での 会に 会場ですので、 ご参 ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ ： ホー ー ） 
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度  

 

 社会政策学会 大会 り、 設 ました。大会に参 す た 、

ー ス した会員に し、大会 に、 の します。 
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の さ について で ます。 
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くで 、ご ご の くで 、 で まいま 。 

 

） は、 さ につ 日 、会 の 日 します。 

 

） の の す たは、学会ホー ー （ 事 ） り

（ ）、 設 （ ）、 り （ ）

ン ー してください。 

 

） （ ）に 事 ご記 の 、大会の までに ールの

ルで下記の 員会 し ください。 り し、 の ー

ル りします。 
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） については、学会 って に り います。 

 

） 学会の 政 に っては、 していただいて で い ります。 

 

） ご の大学、研究 に の 場 は、そ ご ください。 

 

 

  年 月 日（ ）まで 

 

 

  社会政策学会 （ 年 ）大会 員会 ：  

 

 

 、 員会 り のご にてさ ていただ ます。ご

い場 は、大会 員  （ ： ）までご 下さい。 日ま

でに し い場 、 の はご いただ ま のでご ください。 

 

  

 

 

会  
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場 ： ン ン ー ル  

（ 場 ル ） 

ス： 大会会場 （ 橋 ） 
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  会会場 ル す は、 時代に の で創 した です。 
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ン ー してください。 
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） 学会 日、 で （ ） し、 日 てください。

日 は 日ご に ってください。 

 

） 学会 に 設 （ ）、 り （

）に 事 ご記 の 、学会事 で りください。 

 

） 、 ました 、ご の り ます。 、 り

って に代 さ ていただ ます。 

 

） については、学会 って に り います。 

 

） 学会の 政 に っては、 していただいて で い ります。 

 

） ご の大学、研究 に の 場 は、そ ご ください。 

 

 

  年 月 日（ ）まで 

 

 

  社会政策学会 （ 年 ）大会 員会 ：  

 

 

 、 員会 り のご にてさ ていただ ます。ご

い場 は、大会 員  （ ： ）までご 下さい。 日ま

でに し い場 、 の はご いただ ま のでご ください。 
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日時： 月 日（土） ： ：  
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（ ： ホー ー ） 
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第１３９回大会実行委員会  

 

Ｅ ムプ  

大原社会問題研究所 １００ 年 法政大学 ７０ 年  

 

社会問題研究 ロン ラン 研究所  

 

 年、大 の に した大 社会 題研究 は、 社会 題の して大 に

って設 さ ました。 代 った は、 大学 して社会政策学会の創

学会 に した です。 年、社会政策学会は 年 ます 、

年 開 した の社会政策学会の ては いでし 。 

 大 社会 題研究 は、 年の創設 、社会事 題の 研究 に、社会

題に す 文 に 集して ました。 年に に す 、研究 の土

は大 に さ 、大 は研究 さ た 社会事 社会 の 研

究 者 に しました。 年 月、大 の た は、 、大

大 大学の っています。 

 に した文 年 月の で くは しました 、 った土 に さ

た の は、 で 研究 しています。 の は、 年の研究 創設

年の て、 年に法政大学 す までの研究 の に て、

時の研究員 集した 年の 、月 社、 に す

の 通して、社会 題の した ン ン ーの に ります。 

 

場 ： 法政大学市ヶ谷キャンパス ー ー 階  

： 年 月 日 日（ 日、 日の日 日は ） 

時 ： ： ： （ ： ： は ） 

 

年 月 日（土）、 日（日）は社会政策学会開催のた 、 に ９：００～１８：００ で

開 しますので、 の 会に りください。 
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Ｅ ムプ  

大原社会問題研究所 １００ 年 法政大学 ７０ 年  

 

社会問題研究 ロン ラン 研究所  

 

 年、大 の に した大 社会 題研究 は、 社会 題の して大 に

って設 さ ました。 代 った は、 大学 して社会政策学会の創

学会 に した です。 年、社会政策学会は 年 ます 、

年 開 した の社会政策学会の ては いでし 。 

 大 社会 題研究 は、 年の創設 、社会事 題の 研究 に、社会

題に す 文 に 集して ました。 年に に す 、研究 の土

は大 に さ 、大 は研究 さ た 社会事 社会 の 研

究 者 に しました。 年 月、大 の た は、 、大

大 大学の っています。 

 に した文 年 月の で くは しました 、 った土 に さ

た の は、 で 研究 しています。 の は、 年の研究 創設

年の て、 年に法政大学 す までの研究 の に て、

時の研究員 集した 年の 、月 社、 に す

の 通して、社会 題の した ン ン ーの に ります。 

 

場 ： 法政大学市ヶ谷キャンパス ー ー 階  
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